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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステーション（ＳＴＡ）によって実行される方法であって、
　前記ＳＴＡによって、マルチユーザ無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）にお
けるアクセスポイント（ＡＰ）からトリガフレームにおいて、オーバラッピング基本サー
ビスセット（ＯＢＳＳ）空間再使用（ＯＢＳＳ　ＳＲ）に利用可能な帯域幅の１つまたは
複数のサブバンドについての制御情報および前記１つまたは複数のサブバンドについての
送信電力パラメータを、受信することと、
　前記ＳＴＡによって、信号フィールドを含む物理（ＰＨＹ）レイヤプリアンブルを生成
することであって、前記信号フィールドは、ＳＲについての前記１つまたは複数のサブバ
ンドのインジケーションおよび前記ＳＲについての電力閾値を含む、ことと、
　前記ＳＴＡによって、前記プリアンブル付きのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を
送信することであって、前記プリアンブルは、ＢＳＳ内の別のＳＴＡによって検出可能で
ある、ことと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＰＤＵは、ＰＨＹレイヤコンバージェンス手順（ＰＬＣＰ）ＰＤＵ（ＰＰＤＵ）で
ある、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記信号フィールドは、ＨＥ－ＳＩＧＡ１フィールドである、請求項１の方法。
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【請求項４】
　前記ＢＳＳは、ＯＢＳＳである、請求項１の方法。
【請求項５】
　ステーション（ＳＴＡ）であって、
　マルチユーザ無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）におけるアクセスポイント
（ＡＰ）からトリガフレームにおいて、オーバラッピング基本サービスセット（ＯＢＳＳ
）空間再使用（ＯＢＳＳ　ＳＲ）に利用可能な帯域幅の１つまたは複数のサブバンドにつ
いての制御情報および前記１つまたは複数のサブバンドについての送信電力パラメータを
受信するように構成された送受信機と、
　信号フィールドを含む物理（ＰＨＹ）レイヤプリアンブルを生成するように構成された
プロセッサであって、前記信号フィールドは、ＳＲについての前記１つまたは複数のサブ
バンドのインジケーションおよび前記ＳＲについての電力閾値を含む、プロセッサと、
　前記プリアンブル付きのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を送信するように構成さ
れた前記送受信機であって、前記プリアンブルは、ＢＳＳ内の別のＳＴＡによって検出可
能である、前記送受信機と
　を備えたＳＴＡ。
【請求項６】
　前記ＰＤＵは、ＰＨＹレイヤコンバージェンス手順（ＰＬＣＰ）ＰＤＵ（ＰＰＤＵ）で
ある、請求項５のＳＴＡ。
【請求項７】
　前記信号フィールドは、ＨＥ－ＳＩＧＡ１フィールドである、請求項５のＳＴＡ。
【請求項８】
　前記ＢＳＳは、ＯＢＳＳである、請求項５のＳＴＡ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その内容の全てが、あらゆる目的のために本明細書において完全に記載され
ているかのように、参照によって本明細書に組み込まれる、2015年4月29日に出願された
、米国特許仮出願第62/154621号明細書の利益を主張する。
【０００２】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードにあるＷＬＡＮは、ＢＳＳ
のためのアクセスポイント（ＡＰ）、および／またはＡＰと関連付けられた１つまたは複
数のステーション（ＳＴＡ）を有し得る。ＡＰは、トラフィックをＢＳＳに、および／ま
たはＢＳＳから搬送し得る、ディストリビューションシステム（ＤＳ）および／または別
のタイプの有線／無線ネットワークへのアクセス、および／またはそれらとのインターフ
ェースを有し得る。ＢＳＳの外部を出所とするＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通して
到着し得、および／またはＳＴＡに配信され得る。ＳＴＡを出所とするＢＳＳの外部の送
信先へのトラフィックは、ＡＰに送信され得、および／またはそれぞれの送信先に配信さ
れ得る。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ＡＰを通して送信され得、送信元ＳＴＡ
は、トラフィックをＡＰに送信し得る。ＡＰは、トラフィックを送信先ＳＴＡに配信し得
る。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラフィックであり得る。ピア
ツーピアトラフィックは、８０２．１１ｅ　ＤＬＳおよび／または８０２．１１ｚトンネ
ルＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を使用する直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）を用いて、送信元Ｓ
ＴＡと送信先ＳＴＡとの間で直接的に送信され得る。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）モードを使
用するＷＬＡＮは、ＡＰを有さないことがあり、および／またはＳＴＡは、他のＳＴＡと
直接的に通信し得る。通信のこのモードは、通信の「アドホック」モードと呼ばれること
がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００３】
【非特許文献１】IEEE Std 802.11TM-2012: Wireless LAN Medium Access Control (MAC)
 and/or Physical Layer (PHY) Specifications, 20.3.21.5.2
【発明の概要】
【０００４】
　少なくとも１つのアクセスポイントと第１のステーションとの間でサブチャネルを使用
して情報を伝達するための技法は、少なくとも１つのアクセスポイントから第１のステー
ションに送信された、アップリンクトリガを受信することを含み得る。技法は、第２のス
テーションによる空間共有のために利用可能である少なくとも１つのサブチャネルを示す
マップを、第１のステーションから送信することを含み得る。技法は、データが少なくと
も１つのサブチャネル上において第２のステーションから送信され、および／または少な
くとも１つのアクセスポイントによって受信された旨の、少なくとも１つのアクセスポイ
ントからの肯定応答を、第１のステーションにおいて受信することを含み得る。
【０００５】
　技法は、サブチャネルを有するＯＦＤＭＡ送信が、データを送信するために利用可能で
あるかどうかを決定することを含み得る。技法は、第２のステーションからのＯＦＤＭＡ
送信を、第１のステーションにおいて識別することを含み得る。技法は、ＯＦＤＭＡ送信
用のサブチャネルにおけるエネルギーを測定することを含み得る。技法は、測定されたエ
ネルギーを閾値と比較することを含み得る。技法は、サブチャネルが空いていることを、
おそらくは、例えば、測定されたエネルギーが閾値よりも大きくないかどうかを決定する
ことを含み得る。技法は、サブチャネルがビジーであることを、おそらくは、例えば、測
定されたエネルギーが閾値よりも大きいかどうかを決定することを含み得る。閾値は、動
的に決定され得、または静的であり得る。
【０００６】
　技法は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）内のアクセスポイント（ＡＰ）デバイス
によって実行され得る。ＡＰは、第１のＢＳＳ内の１つまたは複数のステーション（ＳＴ
Ａ）と通信していることがある。技法は、第２のＢＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡによ
るアップリンク（ＵＬ）通信のためのオーバラッピングＢＳＳ（ＯＢＳＳ）空間再使用（
ＯＢＳＳ　ＳＲ）についての潜在能力を有する１つまたは複数のサブバンドを決定するこ
とを含み得る。技法は、１つまたは複数のサブバンドの各々についてのＯＢＳＳ　ＳＲに
関する固有情報を決定することを含み得る。固有情報は、１つまたは複数のサブバンドの
各々の、ＵＬ通信のためのＯＢＳＳ　ＳＲについての潜在能力に関連する１つまたは複数
の閾値を含み得る。技法は、固有情報を第１のＢＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡに、送
信機を介して送信することを含み得る。
【０００７】
　技法は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）内のステーション（ＳＴＡ）によって実
行され得る。ＳＴＡは、第２のＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）デバイスからの通信
を検出することが可能であり得る。技法は、ＳＴＡによるアップリンク（ＵＬ）通信のた
めのオーバラッピングＢＳＳ（ＯＢＳＳ）空間再使用（ＯＢＳＳ　ＳＲ）についての潜在
能力を有する１つまたは複数のサブバンドに関するＡＰからの情報を、受信機を介して検
出することを含み得る。技法は、１つまたは複数のサブバンドのうちの少なくとも１つが
、ＵＬ通信のためのＯＢＳＳ　ＳＲに適すると決定することを含み得る。技法は、キャリ
ア感知多重アクセス／衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）メカニズムを変更することであって、
１つまたは複数のサブバンドのうちの少なくとも１つに、送信についての高められた優先
度を割り当てること、または１つまたは複数のサブバンドのうちの少なくとも１つを含む
送信チャネルに、送信についての高められた優先度を割り当て、１つまたは複数のサブバ
ンドのうちの少なくとも１つに送信を制限するように変更することを含み得る。技法は、
１つまたは複数のサブバンドのうちの少なくとも１つを使用して、ＯＢＳＳ　ＳＲ　ＵＬ
送信を、送信機を介して送信することを含み得る。
【０００８】
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　技法は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）内の第１のステーション（第１のＳＴＡ
）によって実行され得る。第１のＳＴＡは、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡであり得る。技法
は、１つまたは複数のサブバンドの、第２のＢＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡについて
のアップリンク（ＵＬ）通信のためのＯＢＳＳ空間再使用（ＯＢＳＳ　ＳＲ）についての
潜在能力に関する固有情報を、第１のＢＳＳ内のアクセスポイント（ＡＰ）デバイスから
、受信機を介して受信することを含み得る。固有情報は、１つまたは複数のサブバンドの
各々の、ＵＬ通信のためのＯＢＳＳ　ＳＲについての潜在能力に関連する１つまたは複数
の閾値を含み得る。技法は、固有情報のうちの少なくとも一部を含み得る送信を、ＡＰ、
または第１のＢＳＳ内の１つまたは複数の他のステーション（ＳＴＡ）のうちの少なくと
も一方に、送信機を介して送信することを含み得る。送信は、第２のＢＳＳ内の１つまた
は複数のＳＴＡのうちの少なくとも１つのＳＴＡによって検出可能であり得る。第２のＢ
ＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡのうちの少なくとも１つのＳＴＡは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ
であり得る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ＥＤＣＡ動作を示す図である。
【図２】エネルギー検出空きチャネル方法および／またはシステムを示す図である。
【図３】ＵＬ－ＯＦＤＭＡにおけるＣＣＡを示す図である。
【図４】無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイスの例を示す図である。
【図５】部分的隠れノードを示す図である。
【図６】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用さ
れ得る、ＯＦＤＭＡ空間再使用情報を有する例示的なＭＡＣヘッダを示す図である。
【図７】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用さ
れ得る、ＯＦＤＭＡ空間再使用情報を有するＰＨＹプリアンブルの例を示す図である。
【図８】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用さ
れ得る、ＯＦＤＭＡ送信を用いるＯＢＳＳネットワークを示す例示的な図である。
【図９】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用さ
れ得る、１つもしくは複数または各々のＳＴＡによって再送される１つまたは複数のサブ
チャネル、または全てのサブチャネルについての再使用情報を示す、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送
信における変更された空間再使用のための明示的なシグナリング手順の例を示す図である
。
【図１０】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、１つもしくは複数または各々のＳＴＡによって再送される特定のサブチャネル
についての再使用情報を示す、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信における変更された空間再使用のた
めの明示的なシグナリング手順の例を示す図である。
【図１１Ａ】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使
用され得る、ＯＦＤＭＡニューメロロジ（numerology）の例を示す図である。
【図１１Ｂ】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使
用され得る、ＯＦＤＭＡニューメロロジの例を示す図である。
【図１２】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、例示的な網羅的なＣＣＡ手順を示す図である。
【図１３】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、ＲＵ９に基づいた例示的な網羅的なＯＦＤＭＡベースのＣＣＡを示す図である
。
【図１４Ａ】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使
用され得る、例示的な階層的なサブチャネルベースのＣＣＡ手順を示す図である。
【図１４Ｂ】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使
用され得る、例示的な階層的なサブチャネルベースのＣＣＡ手順を示す図である。
【図１５】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、インジケータトーンを用いる例示的なニューメロロジを示す図である。
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【図１６】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、インジケータチャネルを使用する例示的なＯＦＤＭＡ送信を示す図である。
【図１７】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、例示的なネットワークを示す図である。
【図１８】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、インジケータチャネルを用いる例示的なサブチャネル割り当てを示す図である
。
【図１９】本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法とともに使用
され得る、例示的な受信信号を示す図である。
【図２０】ＯＦＤＭＡ送信を用いる例示的なＯＢＳＳネットワークを示す図である。
【図２１】本明細書にて説明される方法、デバイスおよび／またはシステムとともに使用
され得る、変更されたＣＣＡを用いる例示的なＯＢＳＳ送信を示す図である。
【図２２Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施され得る、例示的な通信システ
ムのシステム図である。
【図２２Ｂ】本明細書にて説明される通信システム内において使用され得る、例示的な無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　説明的な実施形態についての詳細な説明が、今から様々な図を参照しながら行われる。
この説明は、可能な実施についての詳細な例を提供するが、細部は、例であることが意図
されており、決して本出願の範囲を限定しないことが留意されるべきである。
【００１１】
　８０２．１１ａｃインフラストラクチャモードの動作を使用して、ＡＰは、プライマリ
チャネルとし得る固定されたチャネル上において、ビーコンを送信し得る。このチャネル
は、２０ＭＨｚ幅とし得、および／またはＢＳＳの動作チャネルとし得る。このチャネル
は、ＡＰとの接続を確立するために、ＳＴＡによって使用され得る。８０２．１１システ
ムにおける基本チャネルアクセスメカニズムは、キャリア感知多重アクセス／衝突回避（
ＣＳＭＡ／ＣＡ）とし得る。動作のこのモードにおいては、ＡＰを含むＳＴＡは、プライ
マリチャネルを感知する。チャネルがビジーであることが検出された場合、ＳＴＡは、バ
ックオフし得る。与えられたＢＳＳ内においては、与えられた時刻において、送信は、単
一のＳＴＡに制限され得る。
【００１２】
　８０２．１１ｎにおいては、高スループット（ＨＴ）ＳＴＡは、通信のために４０ＭＨ
ｚ幅のチャネルを使用し得る。これは、プライマリ２０ＭＨｚチャネルを隣接する２０Ｍ
Ｈｚチャネルと組み合わせて、４０ＭＨｚ幅の連続チャネルを形成することによって達成
され得る。
【００１３】
　８０２．１１ａｃにおいては、超高スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡは、２０ＭＨｚ、４
０ＭＨｚ、８０ＭＨｚおよび／または１６０ＭＨｚ幅のチャネルをサポートし得る。４０
ＭＨｚおよび／または８０ＭＨｚチャネルは、上述された８０２．１１ｎと同様に、連続
する２０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって形成される。１６０ＭＨｚチャネル
は、８つの連続する２０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって、および／または２
つの非連続８０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって形成され得る。これは８０＋
８０構成と呼ばれることがある。８０＋８０構成については、チャネルエンコーディング
後のデータは、それを２つのストリームに分割するセグメントパーサを通過させられ得る
。逆高速フーリエ変換（「ＩＦＦＴ」）および／または時間領域処理が、１つもしくは複
数または各々のストリーム上において別々に行われ得る。ストリームは２つのチャネル上
にマッピングされ得、および／またはデータが送信され得る。受信機においては、このメ
カニズムが反転され得、および／または組み合わされたデータはＭＡＣに送られ得る。
【００１４】
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　１ＧＨｚ未満モードの動作は、８０２．１１ａｆおよび／または８０２．１１ａｈによ
ってサポートされる。これらの仕様については、チャネル動作帯域幅および／またはキャ
リアは、８０２．１１ｎおよび／または８０２．１１ａｃにおいて使用されるそれらと比
べて減らされ得る。８０２．１１ａｆは、ＴＶホワイトスペース（ＴＶＷＳ）スペクトル
において、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚおよび／もしくは２０ＭＨｚ帯域幅をサポートし、並び
に／または８０２．１１ａｈは、非ＴＶＷＳスペクトルを使用して、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ
、４ＭＨｚ、８ＭＨｚおよび／もしくは１６ＭＨｚ帯域幅をサポートする。８０２．１１
ａｈについての可能な使用事例は、メータタイプ制御／マシンタイプ通信（マクロカバレ
ッジエリア内のＭＴＣデバイス）のサポートである。ＭＴＣデバイスは、制限された帯域
幅のサポート、および／または非常に長いバッテリ寿命の必要性を含む、制限された能力
を有し得る。
【００１５】
　８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｆおよび／または８０２．１１ａ
ｈなど、１つもしくは複数または多数のチャネルおよび／またはチャネル帯域幅をサポー
トするＷＬＡＮシステムは、プライマリチャネルとして指定されたチャネルを含み得る。
プライマリチャネルは、ＢＳＳ内の１つもしくは複数または全てのＳＴＡによってサポー
トされる最大共通動作帯域幅に等しい帯域幅を、必ずではないが、有し得る。プライマリ
チャネルの帯域幅は、ＢＳＳ内において動作する１つもしくは複数または全てのＳＴＡの
うちの、最小帯域幅動作モードをサポートするＳＴＡによって制限され得る。８０２．１
１ａｈの例においては、ＢＳＳ内のＡＰおよび／または他のＳＴＡが、２ＭＨｚ、４ＭＨ
ｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚ、または他のチャネル帯域幅動作モードをサポートし得るとし
ても、１ＭＨｚモードをサポートするＳＴＡ（例えば、ＭＴＣタイプデバイス）が存在す
る場合、プライマリチャネルは、１ＭＨｚ幅であり得る。キャリアセンシングおよび／ま
たはＮＡＶ設定は、プライマリチャネルのステータスに依存し得る。例えば、１ＭＨｚ動
作モードしかサポートしないＳＴＡがＡＰに送信しているせいで、プライマリチャネルが
ビジーである場合、利用可能な周波数バンドの全体は、それらのほとんどがアイドルであ
り、および／または利用可能であるとしても、ビジーと見なされ得る。
【００１６】
　米国においては、８０２．１１ａｈによって使用され得る利用可能な周波数バンドは、
９０２ＭＨｚから９２８ＭＨｚである。韓国においては、利用可能な周波数バンドは、９
１７．５ＭＨｚから９２３．５ＭＨｚであり、日本においては、利用可能な周波数バンド
は、９１６．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚである。８０２．１１ａｈのために利用可能
な全帯域幅は、国コードに応じて、６ＭＨｚから２６ＭＨｚである。
【００１７】
　拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）は、優先的なＱｏＳをサポートするために８０
２．１１において導入された基本ＤＣＦ（分散調整機能）の拡張である。ＥＤＣＡは、媒
体のコンテンションベースのアクセスをサポートする。８０２．１１ｎにおけるＥＤＣＡ
の動作が、図１に示されている。ポイント調整機能（ＰＣＦ）は、時間的制約のあるサー
ビスをサポートするために、ＡＰによるＢＳＳ内の１つもしくは複数または各々のＳＴＡ
へのポーリングを用いる、コンテンションフリーのチャネルアクセスを使用し得る。ＡＰ
は、ＰＣＦインターフェース間隔（「ＰＩＦＳ」）の間待った後、ポーリングメッセージ
を送信し、クライアントが、送信すべきものを有さない場合、それは、ヌルデータフレー
ムを返し得る。それは、低デューティサイクルのトラフィックおよび／または重い／バー
スト性のトラフィックにとって、決定論的、公平、および／または効率的である。ハイブ
リッド調整機能（ＨＣＦ）制御チャネルアクセス（ＨＣＣＡ）は、競合期間（ＣＰ）およ
び／または競合なし期間（ＣＦＰ）の間に、ＡＰがＳＴＡにポーリングを行い得る、ＰＣ
Ｆの強化版であり得る。それは、１つのポーリング下において、１つもしくは複数または
多数のフレームを送信し得る。
【００１８】
　高効率ＷＬＡＮ（ＨＥＷ）のための潜在的なアプリケーションは、スタジアムイベント
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についてのデータ配信など、新たに出現した使用シナリオ、鉄道駅および／もしくは企業
／小売環境など、高ユーザ密度シナリオ、並びに／または医療用途のためのビデオ配信お
よび／もしくは無線サービスに対する高い依存を伴うシナリオを含む。
【００１９】
　現在の８０２．１１実施（８０２．１１ａ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｈ）における送信手順は
、送信および／または受信のための割り当てられた帯域幅全体の使用を仮定し得る。ＯＦ
ＤＭＡは、８０２．１１ａｃにおけるように、チャネル全体を単一のユーザに割り当てる
リソーススケジューリングによって引き起こされる非効率に対処するために、ＬＴＥおよ
び／またはＷｉＭＡＸにおいて使用された方法である。ＯＦＤＭＡのＷｉＦｉへの直接的
な適用は、後方互換性問題を導入し得る。調整された直交ブロックベースのリソース割り
当て（ＣＯＢＲＡ）は、とりわけ、チャネルベースのリソーススケジューリングによって
引き起こされ得る、とりわけ、ＷｉＦｉ後方互換性問題および／または暗黙の非効率性を
解決するために、ＯＦＤＭＡ方法を導入した。例えば、ＣＯＢＲＡは、１つもしくは複数
または多数のより小さい周波数－時間リソースユニット上における送信を可能にし得る。
１つもしくは複数または多数のユーザは、オーバラップしない周波数－時間リソースユニ
ットに割り当てられ得、並びに／または（例えば、同時に）送信および／もしくは受信す
ることを可能にされ得る。サブチャネルは、ＡＰがＳＴＡに割り当て得る基本周波数リソ
ースユニットとして定義され得る。例えば、８０２．１１ｎ／ａｃとの後方互換性の要件
に留意しながら、サブチャネルは２０ＭＨｚチャネルとして定義され得る。これらのサブ
チャネルは、２０ＭＨｚ未満の帯域幅を有し得、および／またはそれらは、２０ＭＨｚの
帯域幅に制限され得る。
【００２０】
　ＣＯＢＲＡにおける技術は、送信および符号化方式のための基礎として、マルチキャリ
ア変調、フィルタリング、時間、周波数、空間および／または極性領域を含み得る。ＣＯ
ＢＲＡ方式は、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、ＯＦＤＭＡサブチャネル化、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡサブチャネル化、および／またはフィルタバンクマルチキャリアサブチャネ
ル化を使用して実施され得る。以下の特徴のうちの１つまたは複数、すなわち、カバレッ
ジ範囲拡張のための方法、ユーザをグループ化する方法、オーバヘッドが低いチャネルア
クセス、プリアンブル設計のための方法、ビームフォーミングおよび／もしくはサウンデ
ィングのための方法、周波数および／もしくはタイミング同期のための方法、並びに／ま
たはリンク適応のための方法が、ＣＯＢＲＡ送信とともに使用され得る。
【００２１】
　マルチユーザおよび／またはシングルユーザ複数並列チャネルアクセス（ＭＵ－ＰＣＡ
）方式が説明される。ＣＯＢＲＡ、および／または対称帯域幅を用いる送信／受信を使用
するマルチユーザ／シングルユーザ並列チャネルアクセスは、複数／単一ユーザのための
ダウンリンク並列チャネルアクセス、複数／単一ユーザのためのアップリンク並列チャネ
ルアクセス、複数／単一ユーザのための組み合わされたダウンリンクおよびアップリンク
並列チャネルアクセス、ＳＵ－ＰＣＡおよび／もしくはＣＯＢＲＡのための等しくないＭ
ＣＳおよび／もしくは等しくない送信電力をサポートするための設計、対称帯域幅を用い
る送信／受信を使用するマルチユーザ／シングルユーザ並列チャネルアクセスをサポート
するためのＰＨＹ設計および／もしくは手順、並びに／または混合されたＭＡＣ／ＰＨＹ
マルチユーザ並列チャネルアクセスのうちの１つまたは複数を含み得る。ＭＵ－ＰＣＡは
、非対称帯域幅を用いる送信／受信を使用するマルチユーザ／シングルユーザ並列チャネ
ルアクセスのためのダウンリンク、アップリンク、および／もしくは組み合わされたアッ
プリンクおよびダウンリンクについてのＭＡＣ設計および／もしくは手順、並びに／また
は非対称帯域幅を用いる送信／受信を使用するマルチユーザ／シングルユーザ並列チャネ
ルアクセスをサポートするためのＰＨＹ設計および／もしくは手順を含み得る、ＣＯＢＲ
Ａ、および／または非対称帯域幅を用いるマルチユーザ／シングルユーザ並列チャネルア
クセス送信／受信について説明する。
【００２２】
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　ＳＴＡが、チャネルおよび／またはトラフィック利用可能性に基づいて、それらの送信
帯域幅を増減し得る、スケーラブルチャネル利用などの技法。
【００２３】
　８０２．１１におけるＯＦＤＭＡの使用は、スケーラブルチャネル利用および／または
改善された空間再使用などの技法を可能にし得る。技法は、８０２．１１規格に固有の（
例えば、８０２．１１規格がどのように機能するかに固有の）問題のせいで、それらが８
０２．１１において機能することを可能にするための適応を施されなければならないこと
がある。
【００２４】
　空きチャネル判定（ＣＣＡ：Clear Channel Assessment）閾値が、チャネルが使用のた
めに利用可能であるかどうかを決定するために、ＳＴＡによって使用され得る。ＳＴＡは
、チャネルにおけるエネルギーを測定し得、および／またはチャネルにおけるエネルギー
がＣＣＡ閾値を超えるかどうかに基づいて、それが送信のために利用可能であるかどうか
を決定し得る。閾値は、固定され得、および／または動的であり得る。エネルギー検出空
きチャネル手順が、図２に示されている。
【００２５】
　スケーラブルチャネル利用、および／またはオーバラッピング基本サービスセット（Ｏ
ＢＳＳ）ＳＴＡのための高められた空間再使用を可能にする、チャネル利用可能性につい
ての情報は、有益であり得る。スケーラブルチャネル利用は、ＳＴＡが、おそらくは、例
えば、チャネルの品質（例えば、チャネルがビジーであるかどうか）に基づいて、送信帯
域幅内の（サブ）チャネルを動的に選択／選択解除することを可能にし得る。スケーラブ
ルチャネル利用は、ＯＦＤＭＡベースの８０２．１１システム（例えば、８０２．１１ａ
ｘ）に対して可能な技法であり得る。スケーラブルチャネル利用を可能にするために、Ｓ
ＴＡ／ＡＰは、使用されているサブチャネルを識別し得、および／またはそれのチャネル
帯域幅を適切に増減するために、その情報を利用し得る。
【００２６】
　同じＢＳＳ内における送信について、ＳＴＡ／ＡＰ間のマルチユーザフレーム交換は、
利用可能なサブチャネルの選択を可能にし得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡについては、スケーラ
ブルチャネル利用を可能にし、および／または空間再使用を改善するための情報および／
または技法は、有益であり得る。ＯＢＳＳ内における空間再使用ＯＦＤＭＡ送信を改善す
る技法は、有益であり得る。
【００２７】
　ＳＴＡは、ＯＦＤＭＡ送信の最中にウェイクアップし得、および／またはチャネルがビ
ジーか、それとも空いているかを不正確に決定し得る。ＳＴＡが、ＡＰと他のＳＴＡとの
間の送信の最中にウェイクアップするシナリオにおいては、ＳＴＡは、送信前に空きチャ
ネル判定（ＣＣＡ）を実行し得る。ＳＴＡは、（例えば、ＯＦＤＭＡ送信のケースにおけ
る）ＯＦＤＭＡセットアップフレーム、および／または（例えば、非ＯＦＤＭＡ送信のケ
ースにおける）ＲＴＳ／ＣＴＳセットアップフレームを聞かないことがあるので、それは
、送信持続時間の間にＮＡＶを設定できないことがあり、および／またはエネルギー検出
空きチャネル判定（ＣＣＡ）を実行し得る。
【００２８】
　隠れノードシナリオにない非ＯＦＤＭＡ送信については、ＳＴＡは、送信媒体における
エネルギーを測定し得、および／または媒体がビジーであるかどうかを評価し得る。ＯＦ
ＤＭＡ送信については、非隠れノードシナリオのケースにおいてさえも、漏れ聞こえたサ
ブチャネルにおけるエネルギーは、ＣＣＡ閾値よりも小さいことがあり、おそらくは、そ
のために、ＳＴＡは、チャネルが空であると仮定することがある。これは、ＯＦＤＭＡ送
信が、非ＯＦＤＭＡ送信と同じ、送信中の電力スペクトル密度を保つ場合に生じ得る。こ
れは、アップリンクＯＦＤＭＡ送信中における衝突の確率を高め得る。これは、ＵＬ－Ｏ
ＦＤＭＡにおけるＣＣＡを示す、図３に示されている。図３は、ボックス３０１が満たさ
れた、閾値を超えるＳＴＡ５における非ＯＦＤＭＡ送信エネルギーと、エネルギーレベル
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がボックス３０２、３０３を満たすが、ボックス３０４、３０５は満たさない、ＣＣＡ閾
値を超えないＳＴＡ５におけるＯＦＤＭＡ送信エネルギーとを示している。非ＯＦＤＭＡ
送信は、他の非ＯＦＤＭＡ送信の中でも特に、ＯＢＳＳ送信とし得る。図３に示されるよ
うに、ＣＣＡ閾値は、非ＯＦＤＭＡ送信については、ＯＦＤＭＡ送信と比較してより高く
し得る。あるシナリオにおいては、ＣＣＡ閾値は、ＯＢＳＳ空間再使用を、１つまたは複
数のサブチャネルにおいては、より可能性の高いものにし（例えば、より容易に獲得可能
にし）、および／または１つまたは複数の他のサブチャネルにおいては、より可能性の低
いものにする（例えば、獲得するのをより困難にする）ために、例えば、ＡＰによって使
用され得る。ＳＴＡがＯＦＤＭＡ送信の存在下において空きチャネル判定を実行できるこ
とを保証するための技法は、有益であり得る。
【００２９】
　例えば、図３、図５、図８、図９、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１５および／もしくは図２
０、および／または、１つまたは複数の他の図、並びに説明全体において使用される場合
、数字および／または他の方法で表されるＳＴＡのラベル、ＡＰのラベル、ＢＳのラベル
、ＳＣのラベル、アドレスのラベル、フィールドのラベル、ＢＳＳのラベル、ＣＨ／チャ
ネルのラベル、サブチャネル／サブバンドのラベル、および／またはリソースユニットの
ラベルなどは、説明および／または例の目的で使用される独立したラベルであり、限定的
および／または累積的な何かを告げることは意図されていない。例えば、特定の図におけ
るＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＣＨ１、および／またはＢＳ１は、説明される特定の概念の説明
および／または例の目的で、第１のステーション、第２のステーション、第１のチャネル
、および／または第１の基地局であると理解され得る。
【００３０】
　図４は、例示的な無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイスを示している
。デバイスのうちの１つまたは複数は、本明細書にて説明される特徴のうちの１つまたは
複数を実施するために使用され得る。ＷＬＡＮは、アクセスポイント（ＡＰ）１０２、ス
テーション（ＳＴＡ）１１０、および／またはＳＴＡ１１２を含み得るが、それらに限定
されない。ＳＴＡ１１０、１１２は、ＡＰ１０２と関連付けられ得る。ＷＬＡＮは、とり
わけ、ＤＳＳＳ、ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡなどのチャネルアクセス方式を含み得るＩＥＥＥ
８０２．１１通信規格の１つまたは複数のプロトコルを実施するように構成され得る。Ｗ
ＬＡＮは、例えば、インフラストラクチャモード、アドホックモードなどのモードで動作
し得る。
【００３１】
　インフラストラクチャモードで動作するＷＬＡＮは、１つまたは複数の関連付けられた
ＳＴＡと通信する１つまたは複数のＡＰを含み得る。ＡＰ、および／またはＡＰと関連付
けられたＳＴＡは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を構成し得る。例えば、ＡＰ１０２、
ＳＴＡ１１０、および／またはＳＴＡ１１２は、ＢＳＳ１２２を構成し得る。拡張サービ
スセット（ＥＳＳ）は、（１つまたは複数のＢＳＳを伴う）１つまたは複数のＡＰ、およ
び／またはＡＰと関連付けられたＳＴＡを含み得る。ＡＰは、有線および／または無線で
あり得、ＡＰへのトラフィックおよび／またはＡＰからのトラフィックを搬送し得る、デ
ィストリビューションシステム（ＤＳ）１１６へのアクセス、および／またはそれとのイ
ンターフェースを有し得る。ＷＬＡＮの外部を出所とするＷＬＡＮ内のＳＴＡへのトラフ
ィックは、ＷＬＡＮ内のＡＰにおいて受信され得、ＡＰは、ＷＬＡＮ内のＳＴＡにトラフ
ィックを送信し得る。ＷＬＡＮ内のＳＴＡを出所とするＷＬＡＮの外部の送信先、例えば
、サーバ１１８へのトラフィックは、ＷＬＡＮ内のＡＰに送信され得、ＡＰは、送信先に
トラフィックを送信し得、例えば、サーバ１１８に送信されるように、ＤＳ１１６を介し
てネットワーク１１４に送信し得る。ＷＬＡＮ内のＳＴＡ間のトラフィックは、１つまた
は複数のＡＰを通して送信され得る。例えば、送信元ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１０）は
、送信先ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１２）に宛てたトラフィックを有し得る。ＳＴＡ１１
０は、トラフィックをＡＰ１０２に送信し得、および／またはＡＰ１０２は、トラフィッ
クをＳＴＡ１１２に送信し得る。
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【００３２】
　ＷＬＡＮは、アドホックモードで動作し得る。アドホックモードＷＬＡＮは、独立基本
サービスセット（ＩＢＳＳ）と呼ばれることがある。アドホックモードＷＬＡＮにおいて
は、ＳＴＡは、互いに直接的に通信し得る（例えば、ＳＴＡ１１０は、ＡＰを通して回送
されるような通信なしに、ＳＴＡ１１２と通信し得る）。
【００３３】
　ＩＥＥＥ８０２．１１デバイス（例えば、ＢＳＳ内のＩＥＥＥ８０２．１１　ＡＰ）な
どのデバイスは、ＷＬＡＮネットワークの存在を公表するために、ビーコンフレームを使
用し得る。ＡＰ１０２などのＡＰは、チャネル、例えば、プライマリチャネルなどの固定
されたチャネル上において、ビーコンを送信し得る。ＳＴＡは、ＡＰとの接続を確立する
ために、プライマリチャネルなどのチャネルを使用し得る。
【００３４】
　ＳＴＡおよび／またはＡＰは、キャリア感知多重アクセス／衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ
）チャネルアクセスメカニズムを使用し得る。ＣＳＭＡ／ＣＡにおいては、ＳＴＡおよび
／またはＡＰは、プライマリチャネルを感知し得る。例えば、ＳＴＡが、送信すべきデー
タを有する場合、ＳＴＡは、プライマリチャネルを感知し得る。プライマリチャネルがビ
ジーであることが検出された場合、ＳＴＡはバックオフし得る。例えば、ＷＬＡＮおよび
／またはそれの部分は、例えば、与えられたＢＳＳ内においては、与えられた時刻におい
て、１つのＳＴＡが送信し得るように構成され得る。チャネルアクセスは、ＲＴＳおよび
／またはＣＴＳシグナリングを含み得る。例えば、送信要求（ＲＴＳ）フレームの交換が
送信デバイスによって送信され得、および／または送信可（ＣＴＳ）フレームの交換が受
信デバイスによって送信され得る。例えば、ＡＰが、ＳＴＡに送信すべきデータを有する
場合、ＡＰは、ＲＴＳフレームをＳＴＡに送信し得る。ＳＴＡが、データを受信する準備
ができている場合、ＳＴＡは、ＣＴＳフレームを用いて応答し得る。ＣＴＳフレームは、
ＲＴＳを開始したＡＰがそれのデータを送信し得る間、媒体アクセスを差し控えるように
他のＳＴＡに警告し得る、時間値を含み得る。ＣＴＳフレームをＳＴＡから受信すると、
ＡＰは、データをＳＴＡに送信し得る。
【００３５】
　デバイスは、ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）フィールドを介して、スペクト
ルを確保し得る。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１フレームにおいては、ＮＡＶフィールド
は、時間期間の間、チャネルを確保するために使用され得る。データを送信したいＳＴＡ
は、それがチャネルを使用すると予期し得る時間にＮＡＶを設定し得る。ＳＴＡが、ＮＡ
Ｖを設定するとき、ＮＡＶは、関連するＷＬＡＮおよび／またはそれのサブセット（例え
ば、ＢＳＳ）用に設定され得る。他のＳＴＡは、ＮＡＶをゼロまでカウントダウンし得る
。カウンタが、ゼロの値に達したとき、ＮＡＶ機能性は、チャネルが今は利用可能である
ことを、他のＳＴＡに示し得る。
【００３６】
　ＡＰおよび／またはＳＴＡなど、ＷＬＡＮ内のデバイスは、以下のうちの１つまたは複
数、すなわち、プロセッサ、メモリ、（例えば、送受信機内に組み合わされ得る）無線受
信機および／または送信機、１つまたは複数のアンテナ（例えば、図４におけるアンテナ
１０６）などを含み得る。プロセッサ機能は、１つまたは複数のプロセッサを含み得る。
例えば、プロセッサは、汎用プロセッサ、専用プロセッサ（例えば、ベースバンドプロセ
ッサ、ＭＡＣプロセッサなど）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧ
Ａ回路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械などのうちの１
つまたは複数を含み得る。１つまたは複数のプロセッサは、互いに統合されてよく、また
は統合されなくてよい。プロセッサ（例えば、１つまたは複数のプロセッサまたはそれの
サブセット）は、１つまたは複数の他の機能（例えば、メモリなどの他の機能）と統合さ
れ得る。プロセッサは、信号符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、変調、復
調、および／またはデバイスが図４のＷＬＡＮなどの無線環境内において動作することを
可能にし得る他の任意の機能性を実行し得る。プロセッサは、例えば、ソフトウェアおよ
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び／またはファームウェア命令を含む、プロセッサ実行可能コード（例えば、命令）を実
行するように構成され得る。例えば、プロセッサは、プロセッサ（例えば、メモリおよび
プロセッサを含むチップセット）またはメモリのうちの１つまたは複数の上に含まれる、
コンピュータ可読命令を実行するように構成され得る。命令の実行は、本明細書において
説明される機能のうちの１つまたは複数をデバイスに実行させ得る。
【００３７】
　デバイスは１つまたは複数のアンテナを含み得る。デバイスは多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技法を利用し得る。１つまたは複数のアンテナは無線信号を受信し得る。プロセッサは
、例えば、１つまたは複数のアンテナを介して無線信号を受信し得る。１つまたは複数の
アンテナは（例えば、プロセッサから送られた信号に基づいて）無線信号を送信し得る。
【００３８】
　デバイスは、プロセッサ実行可能コードおよび／もしくは命令（例えば、ソフトウェア
、ファームウェアなど）、電子データ、データベース、並びに／または他のデジタル情報
など、プログラミングおよび／またはデータを記憶するための１つまたは複数のデバイス
を含み得る、メモリを有し得る。メモリは１つまたは複数のメモリユニットを含み得る。
１つまたは複数のメモリユニットは、１つまたは複数の他の機能（例えば、プロセッサな
ど、デバイス内に含まれる他の機能）と統合され得る。メモリは、ＲＯＭ（Read Only Me
mory）（例えば、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable Read Only Memory）、ＥＥＰＲＯ
Ｍ（Electrically Erasable and Programmable ROM）など）、ＲＡＭ（Random Access Me
mory）、磁気ディスク記憶媒体、光記憶媒体、フラッシュメモリデバイス、および／また
は情報を記憶するための他の非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。メモリは、プロ
セッサに結合され得る。プロセッサは、メモリの１つまたは複数のエンティティと、例え
ば、システムバスを介する通信、直接的な通信などを行い得る。
【００３９】
　いくつかのチャネル測定、並びに／または対応する要求および／もしくは応答メカニズ
ムが、定義され得る。ＯＦＤＭＡ送信を用いると、システム性能は、サブチャネル動作に
ついてのより多くの情報を獲得することによって、最適化され得る。サブチャネル測定、
並びに／または対応する要求／応答メカニズムおよび／もしくは手順は、定義されないこ
とがある。図５においては、ＵＬ－ＯＦＤＭＡ送信は、ＳＴＡ１およびＳＴＡ２からＡＰ
に向かって生じる。先のＣＣＡ手順を使用すると、非ＯＢＳＳ　ＳＴＡ５は、チャネルが
利用可能でないと推定し得る。ＳＴＡ４、ＳＴＡ５およびＳＴＡ６については、先のＣＣ
Ａは、送信帯域幅全体にわたって平均されたそれらの測定エネルギーに基づいて、失敗す
ることがある。非ＯＢＳＳ　ＳＴＡ３およびＳＴＡ４については、帯域幅全体にわたる平
均は、ＣＣＡ閾値よりも小さいエネルギーレベルをもたらし得、および／またはＯＦＤＭ
Ａセッション中に衝突を生じさせ得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡ６については、サブチャネルに
おけるエネルギーに応じて、帯域幅全体にわたる平均は、ＣＣＡ閾値よりも大きいエネル
ギーレベルをもたらし得、および／または空間再使用送信の防止をもたらし得る。ＯＦＤ
ＭＡシナリオにおいて適切な空きチャネル判定を可能にするための技法は、これらの問題
を防止するのに役立ち得る。
【００４０】
　本明細書にて説明される方法、システムおよび／またはデバイスは、ＯＢＳＳ内におけ
る改善された空間再使用、および／またはＢＳＳ内ＯＦＤＭＡ送信における隠れノード削
減のために、明示的なシグナリング情報を使用し得る。これは、スケーラブルチャネル利
用を可能にするためのチャネル利用可能性、および／またはＯＢＳＳ　ＳＴＡのための高
められた空間再使用、および／または部分的隠れノードについての情報の必要性に対処し
得る。システム、デバイスおよび／または方法については、異なるＳＴＡによって使用さ
れるサブチャネルについての情報が、明示的に伝達され得る。これは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ
が、それらが、例えば、同時に使用し得るサブチャネルを識別することを可能にし得る。
ＯＦＤＭＡ送信は、プライマリＢＳＳ内において生じ得、並びに／またはＯＢＳＳ送信が
生じる近隣および／もしくはオーバラップＢＳＳが、存在し得る。
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【００４１】
　ＡＰは、どのバンドが空間再使用モードにおいて使用し得るかを決定し得る。ＡＰ／Ｓ
ＴＡ受信は、干渉に対してロバストであり得る。ＡＰは、ＡＰに割り当てられたサブチャ
ネルが、空間再使用のためにＯＢＳＳ　ＳＴＡによって使用され得ることを示す、制御情
報を送出し得る。そのような「干渉に対してロバストな」ＳＴＡの例は、以下のうちの１
つまたは複数、すなわち、いずれの可能なＯＢＳＳ送信からも遠く離れて（例えば、ＢＳ
Ｓのエッジ近くとは対照的に、ＢＳＳの中央近くに）配置されたＳＴＡ、および／または
ＢＳＳからの干渉を打ち消すための能力を有するＳＴＡ（例えば、高度な干渉抑制受信機
を使用するＳＴＡ）を含み得る。ＡＰは、例えば、サブチャネル／サブバンドについての
固有情報など、それぞれのサブチャネル／サブバンドに関する空間再使用についての情報
を送信し得る。空間再使用についての情報は、特定のサブバンドの、空間再使用について
の、例えば、ＯＢＳＳ空間再使用についての潜在能力に対応し得る。それぞれのサブチャ
ネル／サブバンドについてのＯＢＳＳ空間再使用に関する情報は、それぞれのサブチャネ
ル／サブバンドの１つもしくは複数または各々について同様であり得、および／または異
なり得る。例えば、ＡＰは、１つまたは複数のサブチャネル／サブバンドについての、Ｏ
ＢＳＳ空間再使用のために許容可能であり得る干渉の同様および／または異なるレベル／
閾値を示し得る。あるシナリオにおいては、干渉閾値／レベルは、ＯＢＳＳ空間再使用を
、１つまたは複数のサブチャネルにおいては、より可能性の高いものにし（例えば、より
容易に獲得可能にし）、および／または１つまたは複数の他のサブチャネルにおいては、
より可能性の低いものにする（例えば、獲得するのをより困難にする）ために、例えば、
ＡＰによって使用され得る。例えば、許容可能な干渉閾値／レベルは、１つまたは複数の
サブチャネルにおけるＯＢＳＳ空間再使用については、より低くし得る（例えば、より小
さい干渉が、許容可能であり得る）。例えば、許容可能な干渉閾値／レベルは、１つまた
は複数の他のサブチャネルにおけるＯＢＳＳ空間再使用については、より高くし得る（例
えば、より高い干渉が、許容可能であり得る）。
【００４２】
　干渉に対するロバスト性は、チャネル状態、および／または他のＳＴＡからの変化する
干渉のせいで変化し得る。ロバスト性は、変化が平均され、および／もしくは長期挙動が
追跡される、「長期」として推定され得、またはロバスト性を（例えば、瞬間的になど）
評価する、「短期」として推定され得る。知識は、とりわけ、再送の回数、ＳＴＡへの送
信中の推定される衝突の回数、および／またはオーバラッピングＢＳＳに関するＳＴＡの
地理的位置付け（例えば、ＢＳＳのエッジのＳＴＡ対ＢＳＳの中央のＳＴＡ）などの情報
から、ＡＰによって収集され得る。情報は、１つもしくは複数または各々のＳＴＡによっ
て、明示的にＡＰに供給され得る。これらの実施は、ユニキャスト送信のために使用され
得、並びに／またはブロードキャストおよび／もしくはマルチキャスト送信のためには使
用されないことがある。
【００４３】
　ダウンリンク送信においては、干渉に対してロバストなＳＴＡは、それらがＯＢＳＳ　
ＳＴＡによる空間再使用送信に対してロバストであり得ることを示す情報を、ＯＢＳＳに
送出し得る（および／または別のノードによって送出してあり得る）。
【００４４】
　アップリンク送信においては、干渉に対してロバストであり、および／または他のＯＢ
ＳＳに低い干渉を提供するＳＴＡも、それらがＯＢＳＳ　ＳＴＡによる空間再使用送信に
対してロバストであり得ることを示す情報を、ＯＢＳＳに送出し得（および／または別の
ノードによって送出してあり得）、それによって、空間再使用送信を容易にする。いずれ
の可能なＯＢＳＳ送信からも遠く離れて（例えば、ＢＳＳのエッジ近くとは対照的に、Ｂ
ＳＳの中央近くに）配置されたＳＴＡは、他のＯＢＳＳ送信に僅かの干渉しか提供し得な
い。これは、ＳＴＡが送信電力制御を実行するシナリオにおいて役立ち得る。低いＭＣＳ
を用いて送信するＳＴＡは、ＯＢＳＳ干渉に対してロバストな受信を有し得る。
【００４５】
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　近隣ＢＳＳに伝達される情報は、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、ＯＢＳＳ　
ＳＴＡによって使用され得る特定のサブチャネルを示す情報、および／または１つもしく
は複数もしくは各々のサブチャネルに割り当てられたＳＴＡについての追加情報を含み得
る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡによって使用され得る特定のサブチャネルを示す情報は、以下のう
ちの１つまたは複数を含み得る。情報は、１つもしくは複数または各々のビットが、サブ
チャネルが干渉に対してロバストなＳＴＡ／ＡＰによって使用されているかどうかを示す
、ビットマップの形態を取り得る。情報は、１つもしくは複数または各々のビットが、サ
ブチャネルがこのＯＦＤＭＡ送信中にスケジュールされていない（例えば、空のサブチャ
ネル）かどうかを示す、ビットマップの形態を取り得る。情報は、サブチャネル利用可能
性確率へのマッピングであり得る。ＳＴＡによって現在使用されているサブチャネルの利
用可能性は、それらのサブチャネル上における受信ロバスト性についてのＳＴＡの評価に
基づくことができる。ＳＴＡは、１つもしくは複数または各々のサブチャネルにわたって
、および／またはＳＴＡが使用しているサブチャネルに限らずに、測定を実行し得る。Ｓ
ＴＡは、それが使用した最後のサブチャネルについて、例えば、そのサブチャネル上にお
けるそれの最後の送信を介して、ＯＢＳＳノードに（例えば、ＯＢＳＳノードだけに）報
告し得、並びに／または最後の送信は、データフレームおよび／もしくは肯定応答フレー
ムであり得る。
【００４６】
　例えば、２．５ＭＨｚのサブチャネル幅、および／または２０ＭＨｚの送信帯域幅を仮
定すると、ＯＢＳＳ　ＳＴＡがそのサブチャネル上において送信し得ることを示すために
、８ビットのビットマップが使用され得る。別の例においては、リソース割り当ては、固
定された数のリソースユニットに基づき得る。以下は、２０ＭＨｚの送信帯域幅における
ニューメロロジであり、２６トーンのリソースユニットは、２つのパイロットを備え、５
２トーンのＲＵは、４つのパイロットを備え、１０２データトーンのＲＵは、４つから６
つのパイロットが加わり、２４２トーンのＲＵは、８つのパイロットを備える。このケー
スにおいては、１１ビットのビットマップは、使用されるＲＵニューメロロジ、および／
またはＯＢＳＳ　ＳＴＡによって送信され得るＲＵを示すために使用され得る。最初の２
ビットは、使用されるＲＵグループ（１、２、３、および／または４）を示し得、一方、
次の９ビットは、ＲＵの１つもしくは複数または各々のステータスを示すために使用され
得る。例えば、１、０、１、０は、リソースグループが３であり、第１のＲＵが利用可能
であり、および／または第２のＲＵが利用可能ではないことを示し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴ
Ａは、１つもしくは複数または多数の近隣ＢＳＳからの情報を使用し得る。ＯＢＳＳ　Ｓ
ＴＡは、与えられたリソースにおいて送信すべきかどうかを決定し得る。
【００４７】
　１つもしくは複数または各々のサブチャネルに割り当てられた特定のＳＴＡについての
追加情報は、以下のうちの１つまたは複数を含み得る。チャネルが利用可能として示され
た場合、そのチャネルを利用しているＳＴＡの部分ＡＩＤも送信され、および／または情
報を伝達するために使用される送信電力は、送信ＳＴＡのＯＢＳＳ　ＳＴＡに対する近接
性を決定するために、ＯＢＳＳ　ＳＴＡによって使用され得る。
【００４８】
　ＯＢＳＳ　ＳＴＡによって使用され得る特定のサブチャネルに関する情報を用いて、Ｏ
ＢＳＳ　ＳＴＡは、空間再使用を改善することができ得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、「空き
」および／または利用可能として示されたサブチャネルを使用し得る。いずれかのＯＢＳ
Ｓ　ＳＴＡ、および／または１つもしくは複数もしくは各々のサブチャネルに割り当てら
れた特定のＳＴＡによって使用され得る特定のサブチャネルに関する情報を用いて、ＯＢ
ＳＳ　ＳＴＡは、空間再使用を決定するために、ＳＴＡの識別および／または利用可能な
サブチャネルの両方をさらに使用して、空間再使用を改善することができ得る。例えば、
ＢＳＳは、サブチャネルが空きであると識別し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、特定のＳＴＡ
からの送信を漏れ聞くことができ得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、その特定のＯＢＳＳ　ＳＴ
Ａについて、そのサブチャネルが空きではないと識別することができ得る。このパラグラ
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フにおいて説明される情報（例えば、以下のうちの１つまたは複数）は、マルチユーザ送
信のためのスケジュールフレームの間に、ＡＰによって送信され得る。ＢＳＳ内において
スケジュールされたＳＴＡは、例えば、ＯＢＳＳ　ＳＴＡがこの情報を漏れ聞き得ること
を保証するために、情報を再送し得る。この再送は、ＡＰへの応答フレーム上にピギーバ
ックされ得る。再送される情報は、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、特定のＳＴ
Ａ（例えば、特定のＳＴＡだけ）に関連する情報、例えば、それが割り当てられた特定の
サブチャネル／サブバンド、および／もしくはサブチャネル／サブバンドが空間再使用の
ために利用可能であるかどうか、マルチユーザ送信においてスケジュールされたＳＴＡに
ついての情報（例えば、どのサブチャネルが再使用のために利用可能かを示す１１ビット
のビットマップの再送、および／もしくは１つもしくは複数もしくは各々のサブチャネル
に割り当てられた特定のＳＴＡについての情報）、並びに／またはマルチユーザ送信にお
いてスケジュールされたＳＴＡのサブセットについての情報（例えば、再送ＳＴＡから特
定の経路損失距離内にあるスケジュールされたＳＴＡ）であり得る。
【００４９】
　本明細書において説明される１つまたは複数の技法においては、サブチャネルおよびサ
ブバンドという用語は、交換可能に使用され得る。
【００５０】
　本明細書において説明されるように、チャネルおよび／またはバンドは、１つまたは複
数のリソースユニットを含み得る。例えば、２６トーンＲＵを用いる２０ＭＨｚのチャネ
ルにおいては、１つまたは複数の技法は、２６トーンの粒度で実施され得る。例えば、８
０ＭＨｚのチャネルにおいては、１つまたは複数の技法は、２４２トーンの粒度（または
２０ＭＨｚの粒度）で実施され得る。
【００５１】
　１つまたは複数の技法は、２０ＭＨｚのチャネル上において、おそらくは、そのような
チャネル上だけにおいて実施され得る。１つまたは複数の技法は、２０ＭＨｚ未満の粒度
を用いて実施され得る。
【００５２】
　１つまたは複数の技法においては、ＵＬ－ＯＦＤＭＡ－ＳＴＡは、ＡＰが送信および／
またはプライマリＢＳＳ内において送信しているＳＴＡであり得る。１つまたは複数の技
法においては、ＵＬ－ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡは、ＵＬプライマリＢＳＳ　ＳＴＡと呼ばれる
ことがある。
【００５３】
　１つまたは複数の技法においては、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、おそらくは、例えば、ＯＢＳ
Ｓ　ＳＴＡが、ＡＰから、および／またはＵＬ－ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡからの中継ＳＲ送信
（例えば、ＡＰから受信されたＳＲ情報のＵＬ－ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡからの再送）から、
何を聞き得るか（例えば、漏れ聞き得るか）に基づいて、空間再使用方式で送信し得、ま
たは送信しないことがある、オーバラッピングＢＳＳ（ＯＢＳＳ）内におけるＳＴＡであ
り得る。
【００５４】
　本明細書にて説明される情報のシグナリングは、ＯＦＤＭＡ空間再使用情報を有するＭ
ＡＣヘッダを示す、図６に示されるような専用ＭＡＣフレームにより得る。図６において
、ＭＡＣヘッダ内のＯＦＤＭＡ空間再使用６０６は、ビットマップフィールド６０２を含
み、および／または再使用サブチャネルフィールド６０４内にＳＴＡの部分ａｉｄを含む
ように、拡大されている。情報は、ＯＦＤＭＡ空間再使用情報を有するＰＨＹプリアンブ
ルを示す、図７に示されるようなＰＨＹプリアンブル（ＳＩＧ－Ａ／ＳＩＧ－Ｂ）内にお
いて伝達され得る。図７は、８０２．１１ａｘを使用する例において、ＨＥ－ＳＩＧＡ１
、ＨＥ－ＳＩＧＡ２、および／もしくはＨＥ－ＳＩＧＡ３を含むＳＩＧ－Ａフィールド７
０２、並びに／またはＳＩＧ－Ｂフィールド７０４を示している。情報は、フィールドの
いずれかに配置され得る。本発明は、８０２．１１ａｘに限定されず、並びに／または任
意の適切なフォーマットおよび／もしくは規格が、使用されることができる。ＭＡＣフレ
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ームは、あまりにも多くの処理を使用することがあり、および／または送信機によって使
用されている同じ帯域幅上においてデコードされ得る。ＰＨＹプリアンブルは、より高速
であり得、および／または帯域幅全体上においてデコード可能であり得る。
【００５５】
　ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信における明示的なサブチャネルシグナリング情報の使用が、本明
細書にて説明される。ＡＰは、ＳＴＡの１つもしくは複数または各々に、それらが送信す
べき情報を有するかどうかを見出すために、ポーリングを行い得ており、および／または
ＳＴＡが送信を開始し得ることを示すＵＬ　ＯＦＤＭＡスケジュール／トリガフレーム（
例えば、トリガベースのＵＬなど）を送出しようとしている。ＡＰは、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ
スケジュール／トリガフレームを、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡに送信し得る。スケジュー
ルされたフレームは、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、スケジュールされたＳＴ
Ａ、それらの割り当てられたサブチャネル、および／または近隣ＢＳＳ内のＯＢＳＳ　Ｓ
ＴＡによる空間共用のために利用可能なサブチャネルを示すビットマップについての情報
を含み得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、この情報をデコードし得、および／または利用可能な
サブチャネルに基づいて、そのようにし得、および／またはこれらのサブチャネル（例え
ば、これらのサブチャネルだけ）において情報を送信し得る。
【００５６】
　ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡは、データをＡＰに送信し得る。１つもしくは複数または各
々の送信されたフレームは、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、近隣ＢＳＳ内のＯ
ＢＳＳ　ＳＴＡによる空間共用のために利用可能なサブチャネルを示すマップ（例えば、
他のサブチャネルについての情報の代わりに、ＳＴＡは、それのサブチャネル、例えば、
それのサブチャネルだけについての情報を再送し得る）、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信において
データを送信しようとしているＳＴＡについての情報（例えば、異なるサブチャネル上に
おいて送信しようとしているＳＴＡの部分ＡＩＤ）、送信電力情報、ＯＦＤＭＡ送信全体
のＴｘＯＰ持続時間についての情報、特定のＳＴＡのデータ送信持続時間についての情報
、および／または送信されるデータを含み得る。利用可能なサブチャネルを示すマップ、
および／または送信されるデータは、ＰＨＹヘッダ、および／または早くにデコードされ
得る別個の集約されたＭＡＣサブフレーム内に配置され得る。
【００５７】
　例えば、第１のＢＳＳ内のＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡは、第１のＢＳＳ内のアクセスポ
イント（ＡＰ）デバイスから固有情報を受信し得る。固有情報は、１つまたは複数のサブ
バンドの、第２のＢＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡによるアップリンク（ＵＬ）通信の
ためのＯＢＳＳ空間再使用（ＯＢＳＳ　ＳＲ）についての潜在能力に関し得る。固有情報
は、１つまたは複数のサブバンドの各々の、ＵＬ通信のためのＯＢＳＳ　ＳＲについての
潜在能力に関連する１つまたは複数の閾値を含み得る。ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡは、固
有情報のうちの少なくとも一部を含み得る送信を、ＡＰ、および／または第１のＢＳＳ内
の１つまたは複数の他のステーション（ＳＴＡ）に送信し得る。送信は、（例えば、送信
が特にそれに向けられていなかった）第２のＢＳＳ内の１つまたは複数のＳＴＡのうちの
少なくとも１つのＳＴＡによって検出可能であり得る。例えば、ＵＬ　ＯＦＤＭＡは、固
有情報のうちの少なくとも一部の中継として機能し得る。
【００５８】
　近隣ＢＳＳ内のＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＡＰによる元の送信、および／またはサブチャネ
ル使用についてのＳＴＡによる再送のどちらかを漏れ聞き得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、マ
ップ内において利用可能なサブチャネルとして識別されたサブチャネル（例えば、ＳＴＡ
への送信／からの受信を行っていることがある、近隣ＯＢＳＳ干渉に対してロバストなサ
ブチャネル）上において、データを送信し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それが送信する場
合に影響され得ないサブチャネルを識別するために、それの近辺のＳＴＡについての知識
、および／または１つもしくは複数もしくは各々のサブチャネルに割り当てられた特定の
ＳＴＡについての情報を使用し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、利用可能なサブチャネルにお
いてＣＳＭＡ／ＣＡアクセスを開始し得る。サブチャネルサイズが２０ＭＨｚ未満である
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シナリオにおいては、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それの送信をそのサブチャネルに制限し得る
。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、送信される１つもしくは複数または全てのＯＦＤＭＡシンボルに
わたって同じ電力を維持するために、サブチャネル送信のケースにおいては、それの送信
電力を増加させることがある。このケースにおいては、利用可能なサブチャネルの識別は
、これを考慮しなければならないことがある。送信される近隣ＢＳＳ情報は、任意の近隣
セル送信のための電力の許容可能な増加を示す電力マージン、および／または近隣ＳＴＡ
がそれの許容可能な送信電力を推定するために使用し得る所望の受信電力を含み得る。他
のノードは、空きチャネル判定を実行するときに、チャネルにおけるエネルギーのこの変
化を計算に入れ得る。プライマリＢＳＳ内において送信データの受信に成功すると、１つ
もしくは複数または各々のＳＴＡは、ＡＣＫをＡＰに送信し得る。ＡＣＫは、一斉に送信
され得る。
【００５９】
　図８から図１０は、ＯＢＳＳネイバを含み、および／またはアップリンクＯＦＤＭＡ送
信を用いる例示的なネットワークを示しており、（ａ）１つもしくは複数もしくは全ての
サブチャネルについての再使用情報が、１つもしくは複数もしくは各々のＳＴＡによって
、近隣ＢＳＳに再送されること、および／または（ｂ）特定のサブチャネルについての再
使用情報が、１つもしくは複数もしくは各々のＳＴＡによって、近隣ＢＳＳに再送される
ことを含むシナリオにおける、送信を示している。図８は、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信におけ
る改善された空間再使用のための明示的なシグナリング手順の例、１つもしくは複数また
は各々のＳＴＡによって再送される１つもしくは複数または全てのサブチャネルについて
の再使用情報を示している。図８に示されるように、ＢＳ１は、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、Ｓ
ＴＡ３、および／またはＳＴＡ４を含む。図において、円８０２は、ＢＳ１の論理的境界
を示す。円８０４、８０６、８０７、８０８は、１つもしくは複数または各々のＳＴＡの
エリアの周りの、それの送信電力に基づいて、そのＳＴＡからの送信によって影響される
エリアを示す。図８においては、円８０４、８０６、８０７、８０８は、ＢＳ１　ＡＰに
おいてオーバラップすることが見て取れる。やはり示されるように、ＢＳ２は、ＢＳ２　
ＳＴＡ１、および／またはＢＳ２　ＡＰを含む。図８においては、円８１０は、ＢＳ２　
ＳＴＡ１についてのＣＣＡ閾値の範囲を示す。円８１０は、ＢＳ１　ＳＴＡ１、ＢＳ１　
ＳＴＡ３、および／またはＢＳ１　ＳＴＡ４と交わるので、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、送信を
妨げられ得る。明示的なシグナリングは、ＢＳ２　ＳＴＡ１が、特定のサブチャネル上に
おいて送信することを可能にするために使用され得る。図９は、１つもしくは複数または
各々のＳＴＡによって再送される１つもしくは複数または全てのサブチャネルについての
再使用情報を示す、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信における変更された空間再使用のための明示的
なシグナリング手順の例である。図１０は、１つもしくは複数または各々のＳＴＡによっ
て再送される特定のサブチャネルについての再使用情報を示す、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ送信に
おける変更された空間再使用のための明示的なシグナリング手順の例である。情報は、Ｏ
ＦＤＭＡ　ＴｘＯＰにおけるＯＦＤＭＡ送信の１つまたは複数のフレームまたは全てのフ
レーム上において送信され得る。送信される情報は、部分的隠れノードが、ＳＴＡをＵＬ
－ＯＦＤＭＡ送信に割り当てるスケジュール／トリガフレームを聞き漏らし得るシナリオ
においても使用され得る。１つもしくは複数または各々のＳＴＡは、ＵＬ－ＯＦＤＭＡ送
信の発生、および／または全送信帯域幅を示す情報を、それのプリアンブル／ＭＡＣヘッ
ダ内において送信し得る。部分的隠れノードは、この情報をデコードし得、おそらくは、
例えば、それに基づいて、衝突を防止し得る。
【００６０】
　図９および図１０においては、明示的なシグナリングは、（ＯＦＤＭＡ　ＴｘＯＰにお
ける送信フレームのうちの１つもしくは複数または全ての上の）プリアンブル９０２、９
０４、１００２、１００４によって示される。フレーム９０６、９０８、１００６、１０
０８は、ＯＦＤＭＡ送信をスケジュールし、および／または成功した送信について肯定応
答を返すために、ＡＰによって送信されるＯＦＤＭＡ制御フレームである。ＡＰは、例え
ば、ＯＢＳＳ空間再使用に関するサブチャネル／サブバンドベースの固有情報など、それ
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ぞれのサブチャネル／サブバンドについての空間再使用に関する情報を送信し得る。それ
ぞれのサブチャネル／サブバンドについてのＯＢＳＳ空間再使用に関する情報は、それぞ
れのサブチャネル／サブバンドの１つもしくは複数または各々について同様であり得、お
よび／または異なり得る。空間再使用に関する情報は、特定のサブバンドの、空間再使用
、例えば、ＯＢＳＳ空間再使用についての潜在能力に対応し得る。フレーム９１０、１０
１０は、プライマリＢＳＳ内において、ＳＴＡによってＡＰに送信されるＯＦＤＭＡフレ
ームであり、一方、フレーム９１２、１０１２は、近隣ＢＳＳのプリアンブル内において
送信される空間再使用情報に基づいて、ＯＢＳＳ　ＳＴＡによって送信されるデータであ
る。
【００６１】
　ＯＦＤＭＡベースの空きチャネル判定（ＣＣＡ）が、本明細書にて説明される。静的お
よび動的ＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ閾値設定が、本明細書にて説明される。例は、以下の
シナリオのうちの１つまたは複数を含み得る。ＡＰおよび／またはＳＴＡは、（ａ）ＯＦ
ＤＭＡ送信、および／または（ｂ）サブチャネルＣＣＡ推定を実行するそれらの能力を伝
達し得る。ノードは、それらの信号送信帯域幅、および／または対応するＣＣＡ閾値に合
意し得る。信号帯域幅の値は、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、．．．、１６０ＭＨｚ、および
／または８０＋８０ＭＨｚとし得る。これは、使用される８０２．１１技術のニューメロ
ロジに基づき得る。ＣＣＡ閾値の値は、固定された値および／または動的な値に基づいて
、設定され得る。ＡＰは、例えば、サブチャネル／サブバンドベースの固有情報など、そ
れぞれのサブチャネル／サブバンドについての空間再使用に関する情報を送信し得る。空
間再使用に関する情報は、特定のサブバンドの、空間再使用、例えば、ＯＢＳＳ空間再使
用についての潜在能力に対応し得る。それぞれのサブチャネル／サブバンドについてのＯ
ＢＳＳ空間再使用に関する情報は、それぞれのサブチャネル／サブバンドの１つもしくは
複数または各々について同様であり得、および／または異なり得る。例えば、ＡＰは、１
つまたは複数のサブチャネル／サブバンドについての空きチャネル判定および／またはＯ
ＢＳＳ空間再使用に対して許容可能であり得る、同様な、および／または異なるＣＣＡ閾
値／レベルを示し得る。
【００６２】
　固定されたＣＣＡ値：２０ＭＨｚに等しい動作チャネル幅を用いるＨＥ　ＳＴＡについ
ては、ＣＣＡ＿ＳＴＡ（ｄＢｍ）によって与えられる最小変調および／または符号化レー
ト感度以上の受信レベルにおける、有効な２０ＭＨｚ　ＨＥ信号の開始は、４μｓ以内に
確率＞９０％で、ＰＨＹにＰＨＹ－ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｅ（ビジー）を設定させ得る
。受信機は、２０ＭＨｚチャネルにおいて、信号エネルギーｄｅｔｅｃｔ＿ｍａｒｇｉｎ
（ｄＢ）、並びに／または最小変調および／もしくは符号化レート感度よりも上（例えば
、ＣＣＡ＿ＳＴＡ＋Ｅｎｅｒｇｙ＿ｄｅｔｅｃｔ＿ｍａｒｇｉｎ（ｄＢｍ））について、
ＣＣＡ信号をビジーに保ち得る（例えば、非特許文献１を参照）。ＨＥフォーマットＰＰ
ＤＵの受信をサポートしない受信機は、（ＣＣＡ＿ＳＴＡ＋ｎｏｎ－ＨＥ＿ｍａｒｇｉｎ
）（ｄＢｍ）以上の受信レベルにおいては、２０ＭＨｚチャネルにおけるいずれの有効な
ＨＥ信号についても、ＣＣＡ信号をビジーに保ち得る（ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔ
ｅ（ビジー））。
【００６３】
　動的ＣＣＡ値：２０ＭＨｚに等しい動作チャネル幅を用いるＨＥ　ＳＴＡについては、
ＣＣＡ＿ＳＴＡ（ｄＢｍ）＝ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ－ＳＴＡ＿ｓｐｅｃｉｆｉｃ＿ｍａ
ｒｇｉｎ（ｄＢｍ）によって与えられるＳＴＡ固有のマージン以上の受信レベルにおける
、有効な２０ＭＨｚ　ＨＥ信号の開始は、４μｓ以内に確率＞９０％で、ＰＨＹにＰＨＹ
－ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｅ（ビジー）を設定させ得る。受信機は、ｘ　ｄＢであり得、
並びに／または最小変調および／もしくは符号化レート感度よりも上であり得る、いずれ
の信号についても、ＣＣＡ信号をビジーに保ち得、ここで、ｘはＳＴＡ固有の値である。
ＨＥフォーマットＰＰＤＵの受信をサポートしない受信機は、（ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ
＋ｎｏｎ－ＨＥ＿ｍａｒｇｉｎ－ＳＴＡ＿ｓｐｅｃｉｆｉｃ＿ｍａｒｇｉｎ（ｄＢｍ））
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（ｄＢｍ）以上の受信レベルにおいては、２０ＭＨｚチャネルにおけるいずれの有効なＨ
Ｅ信号についても、ＣＣＡ信号をビジーに保ち得る（ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｅ
（ビジー））。ＳＴＡ固有のマージンは、経路損失および／または送信電力に基づいて、
設定され得る。ＳＴＡ固有のマージンは、ＢＳＳ中央近くのＳＴＡが、より高いＣＣＡマ
ージンを有し得ることを保証するように設定され得る（例えば、それらは近隣ＢＳＳ送信
に影響するより低い確率を有するので、それらは、空きチャネルを決定する際に、より強
気であり得る）。閾値は、それらが静的であっても、および／または動的であっても、サ
ブチャネル毎ベースで（例えば、ＡＰによって）決定され得る。閾値は、１つまたは複数
のサブチャネルについて同じであり得、または異なり得る。
【００６４】
　ノードは、それらの信号サブチャネルサイズ、および／またはＣＣＡ＿ｓｕｂ＿ｌｅｖ
ｅｌ＿ｔｈｒｅｓｈｏｌｄに合意し得る。サブチャネル帯域幅についての値は、事前決定
（例えば、規格によって事前決定）され得、および／または動的に設定され得る。これは
、２０ＭＨｚ、５ＭＨｚおよび／または２．５ＭＨｚサブチャネルとし得る。サブチャネ
ルおよび／またはリソースユニット帯域幅は、合意されたニューメロロジに基づいて、固
定され得る。一例においては、２０ＭＨｚの送信帯域幅における以下のニューメロロジが
使用され得、すなわち、２６トーンのリソースユニット（ＲＵ９）は、２つのパイロット
を備え、５２トーンのＲＵ４は、４つのパイロットを備え、１０２データトーンのＲＵ２
は、４つから６つのパイロットが加わり、および／または２４２トーンのＲＵ１は、８つ
のパイロットを備える。サブチャネルＣＣＡレベルは、ＳＴＡ毎に固定され得、および／
もしくは動的に設定され得、並びに／または選択されたサブチャネルサイズ、（１．ｂに
おけるように）送信帯域幅に対して設定されたＣＣＡ閾値、および／もしくは電力送信モ
ードの関数とし得る。ＯＦＤＭＡサブチャネルペナルティであるＯＦＤＭＡ＿ｓｕｂ＿ｐ
ｅｎａｌｔｙが、設定され得、それは、ＯＦＤＭＡサブチャネルサイズに依存し得る。ペ
ナルティは、１０×ｌｏｇ10（２０ＭＨｚにおけるサブチャネルの数）ｄＢとして計算さ
れ得る。これは、表１に示されている。
【００６５】
【表１】

【００６６】
　ＯＦＤＭＡサブチャネルペナルティであるＯＦＤＭＡ＿ｓｕｂ＿ｐｅｎａｌｔｙが設定
され得、および／または表２に示されるように、ＯＦＤＭＡ　ＲＵサイズに依存し得る。
【００６７】
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【表２】

【００６８】
　ＴＰ＿ｍｏｄｅ＿ｍａｒｇｉｎが、追加され得る。電力送信モードは、全送信電力が割
り当てられたリソースユニットにおいて使用され得る（ＴＰ＿ｍｏｄｅ＿ｍａｒｇｉｎ＝
－ＯＦＤＭＡ＿ｓｕｂ＿ｐｅｎａｌｔｙ）、一定電力送信、および／または全送信電力ス
ペクトル密度が一定に保たれる、一定電力スペクトル密度送信に依存し得る。このケース
においては、全送信電力は、割り当てられたリソースユニットに基づいて増減され、およ
び／またはＴＰ＿ｍｏｄｅ＿ｍａｒｇｉｎ＝０である。
【００６９】
　ＯＦＤＭＡ＿ｍａｒｇｉｎが、おそらくは、例えば、サブチャネル／サブバンドベース
で、より高い／より低いＣＣＡ閾値を可能にするために設定され得る。
【００７０】
　ｎ　ＭＨｚに等しい動作サブチャネルチャネル帯域幅を用いるＨＥ　ＳＴＡは、Ｓｕｂ
＿ｃｈａｎｎｅｌ＿ＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ（ｄＢｍ）＝ｆ（ＣＣＡ＿ＳＴＡ（ｄＢｍ），サ
ブチャネルサイズペナルティ（ｄＢ），送信電力モード，ＯＦＤＭＡマージン）（ｄＢｍ
）に基づいて、それのｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌを設定し得る。一例
においては、Ｓｕｂ＿ｃｈａｎｎｅｌ＿ＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ（ｄＢｍ）＝ＣＣＡ＿ＳＴＡ
（ｄＢｍ）－Ｐｅｎａｌｔｙ（ｄＢ）－ＯＦＤＭＡ＿ｍａｒｇｉｎ＋ＴＰ＿ｍｏｄｅ＿ｍ
ａｒｇｉｎ（ｄＢｍ）であり、および／またはこの値以上のサブチャネル帯域幅内のエネ
ルギーレベルについては、４μｓ以内に確率＞９０％で、ＰＨＹにＰＨＹ－ＣＣＡ．ｓｕ
ｂ＿ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｅ（ビジー）を設定させ得る。ＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ
＿ｓｕｂ＿ｃｈａｎｎｅｌおよび／またはサブチャネルサイズは、事前に推定され得、お
よび／または設定され得る。
【００７１】
　例示的な（例えば、網羅的な）サブチャネルＣＣＡが説明される。ＳＴＡは、可能なＯ
ＦＤＭＡサブチャネル割り当て（例えば、１つもしくは複数または全ての可能なＯＦＤＭ
Ａサブチャネル割り当て）をスイープし得る。例えば、２０ＭＨｚにおける８０２．１１
ａｘ送信についての可能なニューメロロジが、図１１Ａに示されている。全部で１６のＣ
ＣＡ閾値比較が実行され得、それらは、以下のうちの１つまたは複数、すなわち、２６ト
ーンのＲＵを用いるＲＵ９のための９つの比較（図１１Ａにおけるチャネル１から９）、
５２トーンのＲＵ＋１つの２６トーンのＲＵを用いるＲＵ５のための４つの比較（例えば
、２６トーンのＲＵはすでに比較されている）（図１１Ａにおけるチャネル１０から１３
）、１０２のデータトーン＋１つの２６トーンのＲＵを用いるＲＵ３のための２つの比較
（図１１Ａにおけるチャネル１４および／もしくは１５）、並びに／または２４２トーン
のＲＵのための１つの比較（図１１Ａにおけるチャネル１６）を含み得る。チャネル１６
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の比較は、先のＣＣＡ閾値測定および／または比較と類似し得る。１つもしくは複数また
は各々のエネルギー測定は、例えば、フィルタが所望の周波数を分離した後に実行される
時間領域エネルギー測定に基づいて、アナログ領域において実行され得る。１つもしくは
複数または各々のエネルギー測定は、例えば、受信信号のＦＦＴ処理の後、デジタル領域
において実行され得る。所望のトーンにおけるエネルギーは、先に説明されたように、測
定され得、および／または閾値と比較され得る。図１１Ｂは、チャネル１から１４を用い
る別の例である。
【００７２】
　ＣＣＡについては、対応するＣＣＡ閾値を有する送信帯域幅である｛ＣＣＡ＿ｔｘ｝、
および／または対応するＣＣＡ閾値を有するサブチャネル帯域幅である｛ＣＣＡ＿ｓｕｂ
＿ｔｘ｝が仮定され得る。チャネルにおけるエネルギーが閾値を超えない場合、ＰＨＹ＿
ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、送信帯域幅｛ＣＣＡ＿ｔｘ｝については、０に設定さ
れ得る。これは、レガシＳＴＡが計算に入れられることを保証し得る。チャネルにおける
エネルギーがＣＣＡ閾値を超える場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、送信
帯域幅｛ＣＣＡ＿ｔｘ｝および／またはフレーム持続時間（ｄ）については、１に設定さ
れ得る。サブチャネルベースのＣＣＡ手順については、サブチャネルＣＣＡ推定が、開始
され得る。１つもしくは複数または各々のサブチャネルについてのエネルギーが、測定さ
れ得る。１つもしくは複数または各々のサブチャネルについては、サブチャネルにおける
エネルギーがＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ＿ｓｕｂ＿ｃｈａｎｎｅｌ閾値を超えない場合、ＰＨＹ
＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、サブチャネル帯域幅｛Ｃ
ＣＡ＿ｓｕｂ＿ｔｘ｝については、０に設定され得る。サブチャネルにおけるエネルギー
がＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ＿ｓｕｂ＿ｃｈａｎｎｅｌ閾値を超える場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓ
ｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、サブチャネルサイズ｛ＣＣＡ＿ｓｕｂ
＿ｔｘ｝については、１に設定され得る。例示的な技法が図１２に示されている。
【００７３】
　簡略化されたサブチャネルベースのＣＣＡが、提供され得る。１つもしくは複数または
各々のＳＴＡは、ＣＣＡ比較（例えば、２６トーンのＲＵの割り当てを仮定する１つもし
くは複数または９つ全てのＣＣＡ比較）の１つもしくは複数または各々をスイープし得る
。これは、網羅的な方法と比較したとき、複雑さを小さくし得る。使用されるＣＣＡ閾値
は、エネルギーが帯域幅全体にわたって送信されることを仮定し得る。チャネルは、１つ
のＲＵ割り当てシナリオにおいてさえも、ビジーとして識別され得る。サブチャネルベー
スのＣＣＡ手順については、サブチャネルＣＣＡ推定を開始する。１つもしくは複数また
は各々のサブチャネルについて、エネルギーが測定され得る。１つもしくは複数または各
々のサブチャネルについては、サブチャネルにおけるエネルギーがＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ＿
ｓｕｂ＿ｃｈａｎｎｅｌ閾値を超えない場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ
＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、サブチャネル帯域幅｛ＣＣＡ＿ｓｕｂ＿ｔｘ｝については、
０に設定され得る。サブチャネルにおけるエネルギーがＣＣＡ＿ｌｅｖｅｌ＿ｓｕｂ＿ｃ
ｈａｎｎｅｌ閾値を超える場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎは、サブチャネルサイズ｛ＣＣＡ＿ｓｕｂ＿ｔｘ｝については、１に設定され
得る。例示的な技法が、図１３において示されている。
【００７４】
　本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法は、階層的サブチャネ
ルベースのＣＣＡ手順を含み得る。ＳＴＡが、チャネルをビジーであると識別し、並びに
／またはいずれの未使用チャネルおよび／もしくは部分使用チャネルも識別しないことが
あるシナリオが、存在し得る。これは、部分的隠れノードを防止するために、チャネルに
おいていずれかの送信が存在するかどうかを識別しようとする、非ＯＢＳＳ　ＳＴＡにつ
いて生じ得る。それは、送信中にウェイクアップし得る非ＯＢＳＳ　ＳＴＡについても生
じ得る。ＳＴＡは、以下のことを開始し得、それは、以下のうちの１つまたは複数を含み
得る。ＲＵ１閾値を使用して、ＲＵ１上においてＣＣＡを実行する。チャネルがビジーで
ある場合、ｃｈａｎｎｅｌ＿ｂｕｓｙおよび／または終了を示す。チャネルがビジーでな
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い場合、ＲＵ２上においてＣＣＡを実行する。チャネルがビジーである場合、チャネルビ
ジーおよび／または終了を示す。チャネルがビジーでない場合、ＲＵ４上においてＣＣＡ
を実行する。チャネルがビジーである場合、チャネルビジーおよび／または終了を示す。
チャネルがビジーでない場合、ＲＵ９上においてＣＣＡを実行する。チャネルがビジーで
ある場合、チャネルビジーおよび／または終了を示す。チャネルがビジーでないことを示
す。例示的な技法が、図１４Ａおよび図１４Ｂに示されている。
【００７５】
　本明細書にて説明されるシステム、デバイスおよび／または方法は、ビジーサブチャネ
ルおよび／またはインジケータトーン方法および／またはシステムを含み得る。ＯＦＤＭ
Ａ送信が生じ得ることを示すインジケータチャネルのセットが、使用され得る。未使用ト
ーンのセットが、この目的のために割り当てられ得る。（図１１Ａに示されるような）Ｒ
Ｕ９トーンの１つが、この目的のために使用され得る。図１１Ａは、例えば、８０２．１
１ａｘのために提案された、例示的なニューメロロジを示している。図１１Ａにおいては
、ライン１１０２は、未割り当てトーンおよび／または未使用トーンを示す。図１１Ｂは
、別の例示的なニューメロロジである。図１１Ｂにおいては、黒いライン１１０４は、未
割り当てトーンおよび／または未使用トーンを示す。進行中のＯＦＤＭＡ送信が存在する
かどうかを識別する助けとなるように、いずれかの送信ＳＴＡによって、これらの未使用
トーンにエネルギーが配置され得る。ＯＦＤＭＡサブチャネル割り当ての１つもしくは複
数または全てに共通するように、エネルギーは、中央の２６トーンＲＵ－９サブチャネル
上に配置され得る。送信ＳＴＡは、同時に送信するＳＴＡの数に基づいて、これらのトー
ンにおいて送信されるエネルギーを調整し得る。これは、受信機において受信されるエネ
ルギーがＡＧＣを圧倒しないことを保証し得る。送信することを望むＳＴＡは、特定のト
ーンを調べ得、および／またはチャネル上においていずれかのエネルギーが存在するかど
うかを識別し得る。これは、インジケータトーンにおける総エネルギーの閾値との比較に
基づき得る。これは、インジケータトーンにおけるエネルギーを他のトーンにおけるエネ
ルギーと比較することによって、行われ得る。他と比較してインジケータトーンにおいて
エネルギーの著しい増加が存在するシナリオは、ＯＦＤＭＡ送信の存在を示し得る。イン
ジケータトーンを用いる例示的なニューメロロジが、図１５に示されている。図１５にお
ける１つもしくは複数または各々のブロックは、サブチャネルを表す。１５０２は、未割
り当てトーンであり、および／またはそれらは、インジケータチャネルとして使用され得
る。他のブロック番号１から１６のうちの１つもしくは複数または各々は、サブチャネル
および／またはリソースユニットであり得る。いずれかのＯＦＤＭＡ送信は、インジケー
タトーン位置１５０２においてエネルギーを含み得る。
【００７６】
　図１６においては、ＳＴＡは、５２トーンＲＵ割り当てを使用して送信し得、および／
またはインジケータトーンにおいてエネルギーを送信する。図１６における１６０２は、
ＳＴＡが割り当てられ、および／またはその上で送信しているサブチャネルを示す。この
ＳＴＡの近くにあり得るＳＴＡは、インジケータチャネルにおける総エネルギーを測定し
得、および／またはこれを閾値と比較し得る。インジケータチャネルおよび／または非イ
ンジケータチャネル間のエネルギーの差が、測定され得る。著しい差は、ＯＦＤＭＡ送信
の使用を示し得る。図１７の例に示されるように、ＳＴＡ１およびＳＴＡ２は、互いの近
くにあり、一方、ＳＴＡ３は、ネットワークの反対側にある。サブチャネル割り当ておよ
びインジケータチャネルが、図１８において示されている。図１８においては、ブロック
１８０２、１８０４、１８０６および／または１８０８は、１つもしくは複数または各々
のＳＴＡが割り当てられ、および／または送信しているサブチャネルを示す。ＳＴＡ１は
、５２トーンのサブチャネル１８０２に割り当てられ、ＳＴＡ２は、５２トーンのサブチ
ャネル１８０４に割り当てられ、ＳＴＡ３は、２６トーンのサブチャネル１８０６および
／または１０４トーンのサブチャネル１８０８に割り当てられる。ＳＴＡ４は、図１９に
示されるような信号を受信し得る。１つもしくは複数または各々のＳＴＡは、トーン当た
りの総電力の３分の１とし得る、インジケータトーン１８１０、１８１２、１８１４を送
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信する。図１９において、ブロック１９０２、１９０４は、ＳＴＡ４によって受信される
ＳＴＡ１からのエネルギー１９０２、およびＳＴＡ２からのエネルギー１９０４を示す。
黒いバー１９０６は、インジケータチャネルにおけるＳＴＡ１から受信されるエネルギー
および／またはＳＴＡ２から受信されるエネルギーの総和を示す。ＳＴＡ１は、送信帯域
幅全体において、先のＣＣＡ手順を実行し得る。これは、おそらくは、例えば、他のサブ
バンドにおいて検出されるエネルギーなしのせいで、失敗することがある。ＳＴＡ１は、
１つもしくは複数または各々のインジケータチャネルおよび／またはサブチャネルのエネ
ルギーを、
　サブチャネル１＞０、インジケータチャネル＞０
　サブチャネル２＞０、インジケータチャネル＞０
　サブチャネル３＝０、インジケータチャネル＞０
　サブチャネル４＝０、インジケータチャネル＞０、および／または
　サブチャネル５＝０
と測定し得る。サブチャネルにおけるエネルギー分配、および／またはインジケータチャ
ネルにおけるエネルギーは、ＯＦＤＭＡ送信が生じていることを示し得る。
【００７７】
　説明されるシステム、デバイス、および／または方法は、ＯＢＳＳ　ＯＦＤＭＡ送信に
おける空間再使用のために、ＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ方法および／またはシステムを使
用する送信を含み得る。異なるＳＴＡによって使用されるサブチャネルについての情報は
、１つもしくは複数または各々のＯＢＳＳ　ＳＴＡによって推定され得る。これは、ＯＢ
ＳＳ　ＳＴＡが、それらが再使用し得るバンドを識別することを可能にするために、変更
されたＣＣＡ手順に基づき得る。これは、どのサブチャネルが再使用され得るかについて
の情報が明示的に送信される、上述されたものとは異なる。ＯＦＤＭＡスケジュール／ト
リガフレーム、データ送信フレームおよび／またはＯＦＤＭＡデータポーリングフレーム
を受信すると、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、１つもしくは複数もしくは各々のサブチャネルにお
けるエネルギーを推定し、および／またはサブチャネルサイズを計算に入れたＣＣＡ閾値
に基づいて、サブチャネルが送信のために利用可能であるかどうかを推定する、階層的な
ＣＣＡメカニズムを開始し得る。
【００７８】
　説明されるシステム、デバイスおよび方法は、空間再使用を可能にする１つもしくは複
数または各々のサブチャネル（例えば、１つもしくは複数または全てのサブチャネル）を
用いる送信を含み得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡにおいては、１つもしくは複数または全てのサ
ブチャネルが、空間再使用のために使用されることができる。手順は、ＯＦＤＭＡベース
のＣＣＡ閾値メカニズムを使用するＵＬ－ＯＦＤＭＡ送信のために使用され得る。プライ
マリＢＳＳ内において、ＡＰは、ＵＬ　ＯＦＤＭＡスケジュールフレームを、ＵＬ　ＯＦ
ＤＭＡ　ＳＴＡに送信し得る。スケジュールフレームは、スケジュールされたＳＴＡ、お
よび／またはそれらの割り当てサブチャネルについての情報を含み得る。ＵＬ　ＯＦＤＭ
Ａ　ＳＴＡは、データをＡＰに送信し得る。１つもしくは複数または各々の送信フレーム
は、１つもしくは複数または各々のＳＴＡについてのＵＬ　ＯＦＤＭＡデータを含み得る
。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＡＰによる元の送信、および／またはＳＴＡによる再送を漏れ聞
き得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＢＳＳに参加するＳＴＡ上において、並びに／またはそれ
が、それの近隣ＢＳＳにおけるＯＦＤＭＡ送信が進行中であると決定したときに（例えば
、それが、ＯＦＤＭＡスケジュールおよび／もしくはトリガフレームを漏れ聞いたときに
）、ＢＳＳによって示されるように、上述されたようなＯＦＤＭＡベースのＰＨＹ＿ＣＣ
Ａ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ手順を開始し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、漏れ聞かれた送信か
ら、ＯＢＳＳ送信に対してロバストなサブチャネルを識別する。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、上
述されたようなＯＦＤＭＡベースのＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ手順を開始し
得る。ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、０に設定さ
れ得る。ＯＢＳＳ内におけるバックオフ手順が開始され得る。バックオフ後にサブチャネ
ルにアクセスすることができる場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄ
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ｉｃａｔｉｏｎ＝０である利用可能なサブチャネルのための送信手順が開始され得る。Ｐ
ＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが１に設定されている場
合、サブチャネルは使用されない。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ロバストな利用可能なサブチャ
ネル上において送信し得る。サブチャネルサイズが２０ＭＨｚ未満であるシナリオにおい
ては、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それの送信をそのサブチャネルに制限し得る。プライマリＢ
ＳＳ内において送信データの受信に成功すると、ＳＴＡはＡＣＫをＡＰに送信し得る。Ａ
ＣＫは一斉に送信され得ることに留意されたい。技法が図２０または図２１に示される。
【００７９】
　図２０において、円２００２は、ＢＳＳ１の論理的境界を示し、一方、円２００４、２
００６、２００８、２０１０は、１つもしくは複数または各々のＳＴＡの周りの、それの
送信電力に基づいて、そのＳＴＡからの送信によって影響されるエリアを示す。図２０に
おいて、円は、ＢＳ１　ＡＰにおいてオーバラップすることが見て取れ、そのことから、
ＢＳ１　ＡＰがアップリンクＯＦＤＭＡ送信の受信機であることが予期される。やはり示
されるように、ＢＳ２は、ＢＳ２　ＳＴＡ１、およびＢＳ２　ＡＰを含む。図２０におい
て、円２０１２は、ＢＳ２　ＳＴＡ１についてのＣＣＡ閾値の範囲を示す。これは、ＢＳ
１　ＳＴＡ１、ＢＳ１　ＳＴＡ３、およびＢＳ１　ＳＴＡ４と交わるので、ＯＢＳＳ　Ｓ
ＴＡは、送信帯域幅全体にわたってＣＣＡを測定するとき、送信を妨げられ得る。図２１
において、フレーム２１０２、２１０４は、ＢＳＳ１内においてＡＰによって送信される
ＯＦＤＭＡスケジュールおよび／または肯定応答フレームを示し、一方、フレーム２１０
６は、ＳＴＡからＡＰへのデータ送信フレームを示す。変更されたＣＣＡを使用して、Ｂ
ＳＳ２　ＳＴＡ１は、２１０８において、サブチャネル１、３、および／もしくは４をビ
ジーであると識別することができ得、並びに／または２０１０において、サブチャネル内
においてデータを送信することができ得る。
【００８０】
　説明されるシステム、デバイス、および／または方法は、空間再使用を可能にするＯＦ
ＤＭＡサブチャネルのサブセットを用いる送信を含み得る。近隣ＢＳＳは、ＯＦＤＭＡ送
信を使用し得、および／または周波数再使用に対してロバストなサブチャネルのサブセッ
ト（例えば、サブチャネルのサブセットだけ）が、ＳＴＡを用いてスケジュールされ得る
ことを示す情報を、ＯＢＳＳ　ＳＴＡに送信し得る。ＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ手順は、
示されたサブチャネルのサブセット上（例えば、サブチャネルのサブセット上だけ）で実
行され得る。以下の手順は、任意の論理的順序で、以下のうちのいずれかを使用し得る。
ＢＳＳは、あるサブチャネルをＯＦＤＭＡ送信中における周波数再使用のために利用可能
であるとして指定するために、それらの間でネゴシエーションを行い得る。ネゴシエーシ
ョンは、近隣ＢＳＳが、直交サブチャネルを周波数再使用のために利用可能であるとして
割り当て得るようなものであり得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡにおいて、１つもしくは複数また
は全てのサブチャネルが、空間再使用のために使用され得る。以下の手順は、ＯＦＤＭＡ
ベースのＣＣＡ閾値メカニズムを使用するＵＬ－ＯＦＤＭＡ送信のために、任意の論理的
順序で、以下のうちのいずれかを使用し得る。プライマリＢＳＳ内においては、ＡＰは、
ＵＬ　ＯＦＤＭＡスケジュールフレームを、ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡに送信し得る。ス
ケジュールフレームは、スケジュールされたＳＴＡ、および／またはそれらの割り当てサ
ブチャネルについての情報を含み得る。ＵＬ　ＯＦＤＭＡ　ＳＴＡは、データをＡＰに送
信し得る。１つもしくは複数または各々の送信フレームは、１つもしくは複数または各々
のＳＴＡについてのＵＬ　ＯＦＤＭＡデータを含み得る。
【００８１】
　１つまたは複数の技法においては、周波数再使用と呼ばれる概念は、本明細書にて説明
されるような空間再使用（ＳＲ）の概念と実質的に同様であると見なされ得る。
【００８２】
　ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＡＰによる元の送信、および／またはＳＴＡによる再送を漏れ聞
き得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＢＳＳに参加するＳＴＡ上において、並びに／またはそれ
が、それの近隣ＢＳＳにおけるＯＦＤＭＡ送信が進行中であると決定したときに（例えば
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、それが、ＯＦＤＭＡスケジュールおよび／もしくはトリガフレームを漏れ聞いたときに
）、ＢＳＳによって示されるように、１つもしくは複数または全ての時点において、上述
されたようなＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ手順を開始し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、漏れ聞
かれた送信から、ＯＢＳＳ送信に対してロバストなサブチャネルを識別し得る。ＯＢＳＳ
　ＳＴＡは、プライマリＢＳＳが周波数再使用と好相性であると示したサブチャネルに、
手順を制限し得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、上述されたようなＯＦＤＭＡベースのＰＨＹ＿
ＣＣＡ．ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ手順を開始し得る。ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎ
ｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが０に設定されている場合、例えば、サブチャネルが利用可
能である場合、ＯＢＳＳ内におけるバックオフ手順が、開始され得る。バックオフ後にサ
ブチャネルにアクセスすることができる場合、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ
＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ＝０である利用可能なサブチャネルのための送信手順が、開始さ
れ得る。ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが１に設定さ
れている場合、サブチャネルは、使用され得ない。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ロバストな利用
可能なサブチャネル上（例えば、サブチャネルのサブセット上だけ）において送信し得る
。サブチャネルサイズが２０ＭＨｚ未満であるようなシナリオにおいては、ＯＢＳＳ　Ｓ
ＴＡは、それの送信をそのサブチャネルに制限し得る。プライマリＢＳＳ内において送信
データの受信に成功すると、１つもしくは複数または各々のＳＴＡは、ＡＣＫをＡＰに送
信し得る。ＡＣＫは、一斉に送信され得る。
【００８３】
　説明されるシステム、デバイスおよび方法は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡについてのＣＳＭＡ／
ＣＡアクセス優先度を変更することを含み得る。上述されたように収集された情報は、Ｏ
ＢＳＳ　ＳＴＡが媒体にアクセスするために使用し得るＣＳＭＡ／ＣＡ優先度を変更する
ために使用され得る。空間再使用に適したサブチャネルを識別すると、それらは、そのサ
ブチャネル上（例えば、そのサブチャネル上だけ）においてより高い優先度を有するよう
に、および／または送信チャネル全体上において送信のためのより高い優先度を有し、少
なくとも１つの送信をそのサブチャネル／サブバンド（例えば、そのサブチャネル／サブ
バンドだけ）に制限するように、それらのＣＳＭＡ／ＣＡアクセスを変更し得る。
【００８４】
　例えば、２つのＲＵを含むシナリオにおいては、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それが、（ＳＲ
対応および／または「好相性」でないことがある）ＲＵ２上においてよりも、（ＳＲ対応
および／または「好相性」であり得る）ＲＵ１上において、より高い優先度（例えば、確
率）で送信するように、１つまたは複数のＣＳＭＡ／ＣＡ送信パラメータを調整し得る。
【００８５】
　説明されるシステム、デバイスおよび／または方法は、ウェイクアップするスリーピン
グＳＴＡのためにＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ手順を使用する送信を含み得る。この手順は
、プライマリＢＳＳ内のＳＴＡおよび／またはＯＢＳＳ内のＳＴＡの両方によって従われ
得る。スリープモードにあるＳＴＡは、ＯＦＤＭＡ送信中にウェイクアップし得る。媒体
がビジーであるかどうかを決定するために、以下の手順においては、以下のうちの１つま
たは複数が、任意の論理的順序で使用され得る。ＡＰおよび／またはＳＴＡは、ＯＦＤＭ
Ａ送信を計算に入れたスリープモード空きチャネル判定（ＣＣＡ）手順を設定し得る。こ
れは、デフォルトモードとして設定され得、および／またはアソシエーション中にネット
ワークによってフラグを用いて設定され得る。これは、ＯＦＤＭＡスリープモードと呼ば
れることがある。本明細書において説明されるようなＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ手順は、
チャネルがビジーであるかどうかを決定するために使用され得る。サブチャネルの網羅的
な探索の代わりに、ｘのサブチャネルが、ＰＨＹ＿ＣＣＡ．ｓｕｂ－ｃｈａｎｎｅｌ＿ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ＝１を有する場合、チャネルはビジーである。ｘの値は、１とし得、
および／またはフォールスアラーム確率を最小にするように設定され得る。ＡＰは、地理
的な方法で、サブチャネルを割り当て得る。ＳＴＡは、チャネルがビジーであるかどうか
を決定するために、サブチャネルのうちの特定のサブセットを測定することができ得る。
測定するチャネルは、ＡＰによって特定のＳＴＡに伝達され得、および／または１つもし
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くは複数もしくは各々のＳＴＡによって動的に発見され得る。このケースにおいては、本
文書において前述した方法のいずれかに基づいた、特定のサブチャネルのためのものでは
ない、ＯＦＤＭＡベースのＣＣＡ手順が、チャネルがビジーであるかどうかを決定するた
めに使用され得、および／または１つもしくは複数もしくは各々の特定のＳＴＡのために
実施され得る。ＳＴＡが北（チャネル１）、南（チャネル３）、東（チャネル２）、およ
び／または西（チャネル４）に配置されたアップリンクＯＦＤＭＡ送信が、仮定され得る
。南西の位置に配置されたＳＴＡは、ウェイクアップ時に、チャネル３および／または４
をチェックすることを求められ得る。ＯＦＤＭＡ送信時、ＡＰは、ＳＴＡがウェイクアッ
プ時に適切なＣＣＡを実行することを可能にするために、西のＳＴＡおよび／または南の
ＳＴＡをチャネル３および／または４にスケジュールし得る。ウェイクアップしたＳＴＡ
は、チャネルアクセス手順を開始するために、それが新しい送信を漏れ聞くまで待つよう
に命じられ得る。これは、ＳＴＡが進行中のＯＦＤＭＡ送信を妨げることを防止し得る。
【００８６】
　説明されるシステム、デバイスおよび／または方法は、サブチャネル測定を含み得る。
説明されるシステム、デバイスおよび／または方法は、サブチャネル負荷測定を含み得る
。ＳＴＡは、異なるサブチャネル上において、アンバランスな送信を経験し得る。このＳ
ＴＡについては、あるサブチャネルは、残りのサブチャネルよりも過重に利用されている
ことがある。ここでの利用は、それ自体のＢＳＳおよび／またはＯＢＳＳ内において発生
する送信のことを指し得る。これは、このＳＴＡの周りのオーバラッピングＢＳＳの幾何
形状、および／またはＯＢＳＳ　ＡＰのサブチャネル上における空間再使用モード設定に
起因し得る。ＡＰは、１つもしくは複数または各々のＳＴＡについて、異なるサブチャネ
ル上におけるアクセス優先度を決定し得る。ＡＰは、ＳＴＡからのサブチャネル負荷情報
を使用し得る。サブチャネル負荷は、１つもしくは複数または各々のサブチャネル上にお
いて媒体がビジーであるとＳＴＡが感知した時間のパーセンテージとして定義され得る。
測定ＳＴＡによって観測されたチャネル利用測定を返す、既存のチャネル負荷要求／報告
ペアは、変更され得、および／またはサブチャネル負荷要求報告のために再使用され得る
。ＡＰは、サブチャネル測定要求フレームを、ＳＴＡおよび／またはＳＴＡのグループに
送信し得る。ＡＰは、１つまたは複数のサブチャネル上におけるサブチャネル測定を報告
するように、ＳＴＡに要求し得る。要求を受信すると、ＳＴＡは、サブチャネルを測定し
得、および／またはサブチャネル測定報告をＡＰに送信し得る。ＡＰが１つのＳＴＡに測
定を要求するケースにおいては、ＳＴＡは、要求フレームを受信してからｘＩＦＳ時間後
に、測定報告をＡＰに送信し得る。
【００８７】
　例えば、おそらくは、ＡＰが２つ以上のＳＴＡに測定要求を送信した場合、ＳＴＡは、
測定報告をＡＰに送信するために、以下のうちの１つまたは複数を使用し得る。ＳＴＡは
、ポーリング送信方式で、測定報告を送信し得る。ＡＰは、１つのＳＴＡにポーリングを
行い得、および／またはポーリングされたＳＴＡは、報告を送信する。第１のＳＴＡは、
ポーリングなしに報告を送信し得る。ＳＴＡは、次々と順番に測定報告を送信し得る。フ
レームは、ｘＩＦＳによって分離され得る。ＳＴＡは、おそらくは、例えば、それらが媒
体を競い合い、および／または獲得したときに、測定報告を送信し得る。報告は、測定要
求フレームの受信に（例えば、直ちに）後続しないことがあり、および／またはそれは、
遅延モードで送信され得る。ＳＴＡは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ　ＯＦＤＭＡなど、
同時アップリンク送信方式を使用して、測定報告を送信し得る。ＡＰは、ＳＴＡが、サブ
チャネル負荷測定を自律的に、および／またはトリガベースで報告することを可能にし得
る。ＡＰは、ＳＴＡが報告を送信し得るときの条件を示し得る。ＳＴＡは、それがアンバ
ランスなサブチャネル負荷を観測し得たときに、サブチャネル負荷報告を送信し得る。ア
ンバランスなサブチャネル負荷の条件は、異なるサブチャネル上における最大サブチャネ
ル負荷および／または最小サブチャネル負荷の比を指定された閾値と比較することによっ
て定義され得る。測定は、指定された期間の間、および／または指定された期間よりも長
い期間の間、行われ得る。サブチャネル負荷要求のための測定要求フィールドの例示的な
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フォーマットが、表３において定義され得る。
【００８８】
【表３】

【００８９】
　サブチャネルインジケーションは、送信先ＳＴＡが、サブチャネルの１つもしくは複数
もしくは全て、および／またはサブチャネルの部分／サブセット上におけるサブチャネル
負荷を報告し得るかどうかを示し得る。
【００９０】
　サブチャネルインデックスは、報告がサブチャネルのサブセット上における測定であり
得ることをサブチャネルインジケーションが示すときに（例えば、報告がサブチャネルの
サブセット上における測定であり得ることをサブチャネルが示すときだけに）、存在し得
る。フィールドは、サブチャネル負荷測定のために使用され得るサブチャネルインデック
スを示し得る。
【００９１】
　報告タイプは、異なる報告タイプを示すために利用され得る。即時報告については、こ
の値は、要求フレームの受信後直ちに、報告が送信され得ることを示し得る。即時ＭＵ報
告については、この値は、要求フレームの受信後に、報告が（例えば、直ちに）送信され
得、および／またはＭＵ送信が使用され得ることを示し得る。ＯＦＤＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏなどの詳細なＭＵ送信方法が、このフィールドによって示され得る。トリガ報告の値は
、報告がトリガモードで送信され得ることを示し得る。例えば、ＡＰは、報告の送信をト
リガするために、ポーリングフレームを送信し得る。遅延トリガ報告については、この値
は、報告が遅延方法で送信され得ることを示し得る。報告は、送信前にＡＰによってポー
リングおよび／またはトリガされ得る。遅延トリガＭＵ報告については、この値は、報告
が遅延方法で送信され得、および／またはＭＵ送信が使用され得ることを示し得る。ＯＦ
ＤＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯなどの詳細なＭＵ送信方法が、このフィールドによって示され得
る。遅延自律報告については、この値は、報告が遅延方法で送信され得ることを示し得る
。報告は、送信前にＡＰによってポーリングおよび／またはトリガされ得ない。ＳＴＡが
、ある条件において報告を送信することを決定し得る。
【００９２】
　報告条件は、ＳＴＡがサブチャネル負荷を報告し得るときの条件を示すために利用され
得る。いくつかの報告条件が指定され得る。例えば、以下のうちの１つまたは複数、すな
わち、最大サブチャネル負荷と最小サブチャネル負荷との比が指定された値よりも大きい
こと、最大サブチャネル負荷が指定された値よりも大きいこと、最小サブチャネル負荷が
指定された値よりも小さいこと、平均サブチャネル負荷が指定された値よりも大きいこと
、および／または平均サブチャネル負荷が指定された値よりも小さいことが、指定され得
る。
【００９３】
　測定持続時間フィールドは、測定持続時間閾値を示し得る。送信先ＳＴＡは、この持続
時間閾値の間、および／または持続時間閾値よりも長く測定を実行し得る。このフィール
ドは、規格と同じ方法で定義され得る。ベンダ固有フィールドは、ベンダによって使用さ
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れ得る。予約フィールドが、確保される。
【００９４】
　サブチャネル負荷報告のための測定報告フィールドの例示的なフォーマットが、表４に
あるように定義され得る。
【００９５】
【表４】

【００９６】
　サブチャネルインジケーションは、報告がそれのためのものであるサブチャネルのイン
デックスを示し得る。報告タイプは、異なる報告タイプを示すために利用され得る。報告
タイプは、測定要求フィールドにおいて定義されたものと同じであり得る。
【００９７】
　報告条件は、サブチャネル負荷を報告するようにＳＴＡが設計され得る条件を示すため
に利用され得る。報告条件は、測定要求フィールドにおいて定義されたものと同じであり
得る。実際測定開始時刻は、規格と同じ方法で定義され得る。測定持続時間フィールドは
、規格と同じ方法で定義され得る。
【００９８】
　サブチャネル負荷は、１つもしくは複数または多数のサブチャネルについてのサブチャ
ネル負荷を報告するために利用され得る。このフィールドは、サブチャネルＩＤを含み得
、および／または対応するサブチャネル負荷によって続かれ得る。上記で言及された構造
は、１つもしくは複数または全ての報告されるサブチャネルのために繰り返され得る。フ
ィールドは、サブチャネル負荷を含み得、および／または命令（例えば、サブチャネル負
荷のサブチャネルインデックスへのマッピング）が、事前に指定され得る。ベンダ固有フ
ィールドは、ベンダによって使用され得る。予約フィールドが、確保される。
【００９９】
　図２２Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施され得る例示的な通信システ
ム１６００の図である。例えば、無線ネットワーク（例えば、通信システム１６００の１
つまたは複数のコンポーネントを備える無線ネットワーク）は、無線ネットワークを超え
て（例えば、無線ネットワークと関連付けられたウォールドガーデンを超えて）広がるベ
アラが、ＱｏＳ特性を割り当てられ得るように構成され得る。
【０１００】
　通信システム１６００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、放送などのコンテ
ンツを、１つもしくは複数または多数の無線ユーザに提供する、多元接続システムとし得
る。通信システム１６００は、１つもしくは複数または多数の無線ユーザが、無線帯域幅
を含むシステムリソースの共用を通して、そのようなコンテンツにアクセスすることを可
能にし得る。例えば、通信システム１６００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）
、および／またはシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１つまたは複数の
チャネルアクセス方法を利用し得る。
【０１０１】
　図２２Ａに示されるように、通信システム１６００は、複数の無線送受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）、例えば、ＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃおよび／または１６０
２ｄなど、少なくとも１つのＷＴＲＵ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１６０４、
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コアネットワーク１６０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１６０８、インターネット１６
１０並びに他のネットワーク１６１２を含み得るが、開示される実施形態は、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワークおよび／またはネットワーク要素を企図していることが
理解されるべきである。ＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄの各
々は、無線環境において動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデ
バイスとし得る。例えば、ＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄは
、無線信号を送信および／または受信するように構成され得、ユーザ機器（ＵＥ）、移動
局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、ＰＤＡ、スマートフォン
、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、および家電製品
などを含み得る。
【０１０２】
　通信システム１６００は、基地局１６１４ａおよび基地局１６１４ｂも含み得る。基地
局１６１４ａ、１６１４ｂの各々は、コアネットワーク１６０６、インターネット１６１
０および／またはネットワーク１６１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのア
クセスを容易にするために、ＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄ
の少なくとも１つと無線でインターフェースを取るように構成された、任意のタイプのデ
バイスとし得る。例えば、基地局１６１４ａ、１６１４ｂは、基地局（ＢＴＳ）、ノード
Ｂ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポ
イント（ＡＰ）および無線ルータ等とし得る。基地局１６１４ａ、１６１４ｂは各々、単
一の要素として示されているが、基地局１６１４ａ、１６１４ｂは、任意の数の相互接続
された基地局および／またはネットワーク要素を含み得ることが理解されるべきである。
【０１０３】
　基地局１６１４ａは、ＲＡＮ１６０４の部分とし得、ＲＡＮ１６０４は、他の基地局、
および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ
）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示されず）も含み得る。基地局１６１４ａお
よび／または基地局１６１４ｂは、セル（図示されず）と呼ばれることがある特定の地理
的領域内において、無線信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルは
、さらに、セルセクタに分割され得る。例えば、基地局１６１４ａと関連付けられたセル
は、３つのセクタに分割され得る。したがって、一実施形態においては、基地局１６１４
ａは、送受信機を３つ、例えば、セルのセクタ毎に１つずつ含み得る。別の実施形態にお
いては、基地局１６１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を利用し得、したがって、
セルのセクタ毎に１つもしくは複数または多数の送受信機を利用し得る。
【０１０４】
　基地局１６１４ａ、１６１４ｂは、エアインターフェース１６１６上においてＷＴＲＵ
１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄの１つまたは複数と通信し得、エアイ
ンターフェース１６１６は、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波（ＲＦ）、
マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とし得る。エアインターフ
ェース１６１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
【０１０５】
　より具体的には、上述されたように、通信システム１６００は、多元接続システムとし
得、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡおよびＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１つまた
は複数のチャネルアクセス方式を利用し得る。例えば、ＲＡＮ１６０４内の基地局１６１
４ａ、およびＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤ
ＭＡ（登録商標））を使用してエアインターフェース１６１６を確立し得る、ユニバーサ
ル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施
し得る。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰ
Ａ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含み得る。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケ
ットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵ
ＰＡ）を含み得る。
【０１０６】
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　基地局１６１４ａ、およびＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃは、ロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を使
用してエアインターフェース１６１６を確立し得る、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（
Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施し得る。
【０１０７】
　基地局１６１４ａ、およびＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃは、ＩＥＥＥ
８０２．１６（例えば、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Acces
s））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、
暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（
ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭエボ
リューション用の高速データレート（ＥＤＧＥ）、およびＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ
）などの無線技術を実施し得る。
【０１０８】
　図２２Ａの基地局１６１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノー
ドＢ、および／またはアクセスポイントとし得、職場、家庭、乗物およびキャンパスなど
の局所的エリアにおける無線接続性を容易にするために、任意の適切なＲＡＴを利用し得
る。一実施形態においては、基地局１６１４ｂ、およびＷＴＲＵ１６０２ｃ、１６０２ｄ
は、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．
１１などの無線技術を実施し得る。別の実施形態においては、基地局１６１４ｂ、および
ＷＴＲＵ１６０２ｃ、１６０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を
確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施し得る。また別の実施形態
においては、基地局１６１４ｂ、およびＷＴＲＵ１６０２ｃ、１６０２ｄは、ピコセルお
よび／またはフェムトセルを確立するために、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭ
Ａ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用し得る。図２２Ａに示
されるように、基地局１６１４ｂは、インターネット１６１０への直接的な接続を有する
ことがある。したがって、基地局１６１４ｂは、コアネットワーク１６０６を介して、イ
ンターネット１６１０にアクセスする必要がないことがある。
【０１０９】
　ＲＡＮ１６０４は、コアネットワーク１６０６と通信していることがあり、コアネット
ワーク１６０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰサービス
をＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄの１つまたは複数に提供す
るように構成された、任意のタイプのネットワークとし得る。例えば、コアネットワーク
１６０６は、呼制御、請求サービス、モバイル位置情報サービス、プリペイド通話、イン
ターネット接続性、ビデオ配信などを提供し得、および／またはユーザ認証など、高レベ
ルのセキュリティ機能を実行し得る。図２２Ａには示されていないが、ＲＡＮ１６０４お
よび／またはコアネットワーク１６０６は、ＲＡＮ１６０４と同じＲＡＴおよび／または
異なるＲＡＴを利用する他のＲＡＮと直接的または間接的に通信し得ることが理解される
べきである。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用し得るＲＡＮ１６０４に接続するのに
加えて、コアネットワーク１６０６は、ＧＳＭ無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示され
ず）と通信していることもある。
【０１１０】
　コアネットワーク１６０６は、ＰＳＴＮ１６０８、インターネット１６１０、および／
または他のネットワーク１６１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２
ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄのためのゲートウェイとしての役割も果たし得る。ＰＳＴＮ
１６０８は、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含み得る。イン
ターネット１６１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート内のＴＣＰ、Ｕ
ＤＰおよびＩＰなど、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコンピュータネ
ットワークおよびデバイスからなるグローバルシステムを含み得る。ネットワーク１６１
２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営される有線および／また
は無線通信ネットワークを含み得る。例えば、ネットワーク１６１２は、ＲＡＮ１６０４
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と同じＲＡＴおよび／または異なるＲＡＴを利用し得る１つまたは複数のＲＡＮに接続さ
れた、別のコアネットワークを含み得る。
【０１１１】
　通信システム１６００内のＷＴＲＵ１６０２ａ、１６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄ
のいくつかまたは全ては、マルチモード機能を含み得、例えば、ＷＴＲＵ１６０２ａ、１
６０２ｂ、１６０２ｃ、１６０２ｄは、異なる無線リンク上において異なる無線ネットワ
ークと通信するための１つもしくは複数または多数の送受信機を含み得る。例えば、図２
２Ａに示されたＷＴＲＵ１６０２ｃは、セルラベースの無線技術を利用し得る基地局１６
１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線技術を利用し得る基地局１６１４ｂと通信するように
構成され得る。
【０１１２】
　図２２Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１６０２のシステム図である。ＷＴＲＵは、ユーザ機器
（ＵＥ）、移動局、ＷＬＡＮ　ＳＴＡ、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セ
ルラ電話、ＰＤＡ、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュ
ータ、無線センサおよび家電製品などとし得る。ＷＴＲＵ１６０２は、本明細書で説明さ
れる通信システムの１つまたは複数において使用され得る。図２２Ｂに示されるように、
ＷＴＲＵ１６０２は、プロセッサ１６１８と、送受信機１６２０と、送受信要素１６２２
と、スピーカ／マイクロフォン１６２４と、キーパッド１６２６と、ディスプレイ／タッ
チパッド１６２８と、非リムーバブルメモリ１６３０と、リムーバブルメモリ１６３２と
、電源１６３４と、ＧＰＳチップセット１６３６と、他の周辺機器１６３８とを含み得る
。ＷＴＲＵ１６０２は、実施形態との整合性を保ちながら、上記の要素の任意のサブコン
ビネーションを含み得ることが理解されるべきである。
【０１１３】
　プロセッサ１６１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つま
たは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡ回路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）および状態機械などを含み得る。プロセ
ッサ１６１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理および／またはＷＴＲ
Ｕ１６０２が無線環境において動作することを可能にする他の任意の機能を実行し得る。
プロセッサ１６１８は、送受信機１６２０に結合され得、送受信機１６２０は、送受信要
素１６２２に結合され得る。図２２Ｂは、プロセッサ１６１８と送受信機１６２０を別々
のコンポーネントとして示しているが、プロセッサ１６１８と送受信機１６２０は、電子
パッケージおよび／またはチップ内に一緒に統合され得ることが理解されるべきである。
【０１１４】
　送受信要素１６２２は、エアインターフェース１６１６上において、基地局（例えば、
基地局１６１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成され得
る。例えば、一実施形態においては、送受信要素１６２２は、ＲＦ信号を送信および／ま
たは受信するように構成されたアンテナとし得る。別の実施形態においては、送受信要素
１６２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、および／または可視光信号を送信および／または受信
するように構成された放射器／検出器とし得る。また別の実施形態においては、送受信要
素１６２２は、ＲＦ信号および光信号の両方を送信および受信するように構成され得る。
送受信要素１６２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するよう
に構成され得ることが理解されるべきである。
【０１１５】
　また、図２２Ｂでは、送受信要素１６２２は、単一の要素として示されているが、ＷＴ
ＲＵ１６０２は、任意の数の送受信要素１６２２を含み得る。より具体的には、ＷＴＲＵ
１６０２は、ＭＩＭＯ技術を利用し得る。したがって、一実施形態においては、ＷＴＲＵ
１６０２は、エアインターフェース１６１６上において無線信号を送信および受信するた
めの２以上の送受信要素１６２２（例えば、１つもしくは複数または多数のアンテナ）を
含み得る。



(31) JP 6697003 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

【０１１６】
　送受信機１６２０は、送受信要素１６２２によって送信される信号を変調し、送受信要
素１６２２によって受信された信号を復調するように構成され得る。上述されたように、
ＷＴＲＵ１６０２は、マルチモード機能を有し得る。したがって、送受信機１６２０は、
ＷＴＲＵ１６０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの１つもしくは
複数または多数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための、１つもしくは複数ま
たは多数の送受信機を含み得る。
【０１１７】
　ＷＴＲＵ１６０２のプロセッサ１６１８は、スピーカ／マイクロフォン１６２４、キー
パッド１６２６、並びに／またはディスプレイ／タッチパッド１６２８（例えば、液晶表
示（ＬＣＤ）ディスプレイユニットおよび／もしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）デ
ィスプレイユニット）に結合され得、それらからユーザ入力データを受け取り得る。プロ
セッサ１６１８は、また、スピーカ／マイクロフォン１６２４、キーパッド１６２６、お
よび／またはディスプレイ／タッチパッド１６２８にユーザデータを出力し得る。また、
プロセッサ１６１８は、非リムーバブルメモリ１６３０および／またはリムーバブルメモ
リ１６３２など、任意のタイプの適切なメモリから情報を入手し得、それらにデータを記
憶し得る。非リムーバブルメモリ１６３０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスク、および
／または他の任意のタイプのメモリ記憶デバイスを含み得る。リムーバブルメモリ１６３
２は、ＳＩＭカード、メモリスティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード
などを含み得る。他の実施形態においては、プロセッサ１６１８は、サーバおよび／また
はホームコンピュータ（図示されず）上などにある、ＷＴＲＵ１６０２上に物理的に配置
されていないメモリから情報を入手し得、それらにデータを記憶し得る。
【０１１８】
　プロセッサ１６１８は、電源１６３４から電力を受け取り得、ＷＴＲＵ１６０２内の他
のコンポーネントへの電力の分配および／または制御を行うように構成され得る。電源１
６３４は、ＷＴＲＵ１６０２に給電するための任意の適切なデバイスとし得る。例えば、
電源１６３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミウム（ＮｉＣｄ）
、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉ
ｏｎ）など）、太陽電池、および燃料電池などを含み得る。
【０１１９】
　プロセッサ１６１８は、ＧＰＳチップセット１６３６にも結合され得、ＧＰＳチップセ
ット１６３６は、ＷＴＲＵ１６０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度および緯
度）を提供するように構成され得る。ＧＰＳチップセット１６３６からの情報に加えて、
および／またはその代わりに、ＷＴＲＵ１６０２は、基地局（例えば、基地局１６１４ａ
、１６１４ｂ）からエアインターフェース１６１６上において位置情報を受信し得、およ
び／または２以上の近くの基地局から受信した信号のタイミングに基づいて、自らの位置
を決定し得る。ＷＴＲＵ１６０２は、説明されたデバイス、システム、および／または技
法のうちの１つまたは複数との整合性を保ちながら、任意の適切な位置決定方法を用いて
、位置情報を獲得し得ることが理解されるべきである。
【０１２０】
　プロセッサ１６１８は、他の周辺機器１６３８にさらに結合され得、他の周辺機器１６
３８は、追加的な特徴、機能および／または有線もしくは無線接続性を提供する、１つま
たは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る。
例えば、周辺機器１６３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星送受信機、（写真および／ま
たはビデオ用の）デジタルカメラ、ＵＳＢポート、バイブレーションデバイス、テレビ送
受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波
数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲー
ムプレーヤモジュール、並びにインターネットブラウザなどを含み得る。
【０１２１】
　上記では特徴および要素が特定の組み合わせで説明されたが、１つもしくは複数または
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各特徴および／または要素は、単独で使用され得、または他の特徴および要素との任意の
組み合わせで使用され得ることを当業者は理解する。本明細書において説明された８０２
．１１プロトコル以外に、本明細書において説明された特徴および要素は、他の無線シス
テムに適用可能であり得る。本明細書において説明された特徴および要素は、アップリン
ク動作について説明され得たが、方法および手順は、ダウンリンク動作に適用され得る。
様々なフレーム間隔を示すために、本明細書においては、ＳＩＦＳが使用され得たが、他
のフレーム間隔、例えば、ＲＩＦＳまたは他の合意された時間間隔が適用され得る。また
、本明細書において説明された方法は、コンピュータおよび／またはプロセッサによって
実行される、コンピュータ可読媒体内に含まれた、コンピュータプログラム、ソフトウェ
アおよび／またはファームウェアで実施され得る。コンピュータ可読媒体の例は、（有線
および／または無線接続上で送信される）電子信号、およびコンピュータ可読記憶媒体を
含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ
、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒
体、光磁気媒体、並びにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）
などの光媒体を含むが、それらに限定されない。ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ
、および／または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波送受信機を
実施するために、ソフトウェアと連携するプロセッサが使用され得る。

【図１】 【図２】



(33) JP 6697003 B2 2020.5.20

【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(35) JP 6697003 B2 2020.5.20

【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１２】 【図１３】
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【図１４Ａ】 【図１４Ｂ】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２Ａ】

【図２２Ｂ】
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